ガス テーブルコン □ 
取扱説明書 I 保証書付 


S o を□センサ-搭載 ホお口 

ンヴーコン □ 豕庭用 


前 ]- ド ( 鑑 ]- ド ) 

HR-TUS2A-F 目 SSUl 1-052-01-00200) 
HR-TUS2A-F6SSR(11-052-01-00201) 

型式名 

LVV22 已 3TL • LVV22 已 3TR 


このたびは、東京ガスのガステーブルコン□をお買い上げいただき、まことにありびとうございます。 

この取扱説明書をよくお読みのラえ、正しくお使いください。 

〇この取扱説明書は、いつでも利用できる場所に大切にな管してください。 

〇この取扱説明書の已4ページび保証書になっています。お買い上げ曰、販売店名、保証内容などをよ<巧認し、 
大切にイ呆菅してください。 

〇来客ちなどび機器を使用するときは、その前におず取扱説明書の内容を説明してください。 

〇本書を紛失された場合や、ご不明な点びあればお買い上げの販売店または、ちよりのま京ガス(別紙事業所一覧)に 
お問い合わせください。 

安全なご利用のために 

各部のなまえ- 
かんたん操作ガイド- 
必ずお守りください（ま全上のを意）- 
機器の組み立てと設置• 
周囲の防乂措置（機器の設置）について• 

ガス接続について- 

毎曰の使いかた 

コン□を使ラ準備- 
コン□の使いかた- 
センサー解除モード- 
タイマーモード- 
揚げものモード- 
炊飯モード" 
グ1」ルを使ラ準備- 
グ U ルの使いかた- 
電池交換- 

長くご利用いただくために 

お手入れ- 
ま全機能- 
Q&A (よくあるご質問）- 
故障かな？と思ったら- 
お知らせ表示について- 
安全•便利機能の使いかた- 

仕様- 

アフターサービス• 

保証書• 


/ を^^3 圓 



こんなとさち、あわてないで 


参义びつかない 
♦义び消えてしまラ 
♦义びルさくなつてしまう 

Si センサーコン□のまを機能です。 

(詳しくは、46ぺージを参照してください。） 
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: コン[:タイマー 

i ■。。 

在ち 

i …马 咖 

電池交換 2 電化 


電池交換サイン (49 ページ) 



r タイマー設定部 

に3ぺージ） 




□ 


揚げちのキー 

に已ページ）） 

' センサー キー 

に1ぺージ） 




3!み巧し 
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タイマー設定部 

に3ページ） 




: コン□タイマー； 

1 1 

左コン □ 

: ■ ooi 

左ち； 

: 巧醒 

:〇 おかゆ 1 
_；〇 ごはん. 

: M ; 

電迪交換 争覇 也1…川, 

心 mm 


■ 炊飯 キー 

(29 ぺージ） 




燃焼ランプ 


電池交換サイン (49 ページ） 


燃焼ランプ 


をコン□操作部（シート) 


npB のなまス 


※操作部のパネルやシートなどに保護シートび貼ってある場合びあります。ご使用の際には、取り外してください。 
※写真は、高乂カコン□び左タイプで説明しています。 


トッププレー! - 

(フッ素コート加工） 


グリル排気□カバー 





サイド カバー 


グリル麵 
(フッ素コートカに） 

グリル受け皿 
(クリアコート加工） 

グリルとび5ガラス 

グリルとび5 
(グリルとび5取っ手） 


ン□用 


全コン□用 


局义カコン□用 


全コン□用 


ン 

□ 

ち； 


-ミ W 


分 


左高义カコン□タイプ 


ち高义カコン□タイプ 



























































































































コン□調理部 



※取り付けち法については、『機器の組み立てと設置』 （14 ぺージ)を参照してください。 



電池ケース部.コン □ • グリル操作部(パネル) 

《高火カコン□び左タイプの場合。 

電池ケース 

(3 已ぺージ） 


高义カコン□用 


□ックつまみ 

(18 ページ） 

点义/消义ボタン 

(1 目ページ） 

义力調節つまみ 

(19 ページ） 


標準コン□用 


□ックつまみ 

(18 ページ） 

点义/消义ボタン 

(19 ページ） 

义力調節つまみ - 

(19 ページ） 



□ックつまみ一 

(1 8ページ） 

点义/消义ボタン」 

(33 ページ） 

义力調節つまみ 

(33 ページ） 


ちコン □ • グリル操作部(シート） 



左高义カコン□タイプ 


ち高义カコン□タイプ 





















































































































⑤温度を設定する 


ン□操作部 


[コン□を使ラ準備正で \V7\ ] 

揚げる 


(高义カコン □) 


2已 



111111111111 




①点义する 


:※機能を正しぐはたらかせる: 
；ために、強火側にずる : 

©乂力調節する 


ン□操作部 


[コン□を使ラ準備 D ： で [V7j ] 

ごはんを'巧く 

(標準コン □) 

司(下準備蚊岡) 



①点义する 


. 污 1111■■ん 


②义力調節つまみを 
〇の位置に合わす 


楚戲 


〇 


⑤ホタ飯を設定ずる 


グリル操作部 


[グ I 」ルを使う準備 0 ：戸を JU ; 

魚を巧< 

巧國 



弱 <- 


.強く 


①点义ずる 


②乂力調節ずる 


グリルタイマー 

m 

E3 

©タイマーを設定ずる 


点な, 


残り時間表示 


例)1 


残り時間表示 


例） 


m 


かんたん操作ガイド 

-点乂 /消乂ボタンは、止まるまでいっぱいに巧す。 

※楽々点乂方式で、手を離してち連続スパークして自動点火します。 


ン□操作部 


[コン□を使う準備[〇= [JTJ ] 

煮る、ゆでる 

(をコン □) 



雨く 強く 

,'、| . . 


固 
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①点义ずる 


②义力調節する 



③ 調理が終了した5、 

点义/消义ボタンを戻す 


ン□操作部 


[コン□を使ラ準備[〇= [ VT ]] 

あぶる、妙ゆる 

(高火カコンロ） 


強く 



参 

3抄巧し 
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①点火ずる 


②义力調節する 


\ピピピ ’y 

⑤ センサー解除を 
設定する 



④ も 

を戻す 



3 
































































点义の際は 


-ごとくの中央に鍋を置く。 





0 温度センサーの上面と銅底やフライパンの底などが密着していないとさは使用しない 

鍋底に密着しないときや巧れび付着しているときは、温度センサーび正しくはた日きません。 


禁止 


-調理油の量に関係なく調理油び 
発火し、 义災の原因になります。 

• 焦げつさ自動消义機能び正しく 
はたらかない場合びあります。 


Q 


温度センサー 



鍋底び凹凸 


羹顯ど韶1"’ 


傾き 




I すき間 


g 姐时 a - 

自動消火した場合は、必ず点火/消火ボタンを「消火の状態」に戻してください。 
点火/消火ボタンを戻し忘れると、已分おさにブヴー音『ピー』でお巧らせします。 
ただし、他のバーナーを使用中は、つヴー音は鳴りません。 

戻し忘れたまま放置ずると、乾電池の消耗が早くなりまず。 



ごはんの場合 


(k 口）〇おかゆ C 点滅）〇おかゆ C 牌灯）〇おかゆ 

^~ 一^皇：^^叶ム. \ ~一と^^ —* 一と乃 H ■ム. 


•ごはん 

圆 

ピピ、 ■y 


^〇ごはん 


今 


圆 

終了 2分前 


〇 


\ピ-/ 


『ピピピッ』と鳴った5自動消乂したあと、 
む5しを開始し、『ピー』と鳴った5終了 


おかゆの場合 


風 •ぉ かゅ風。辦 

〇ごはん 〇ごはん 

◎ ♦圆 


終了己分前 \ピ-/ 

『ピー』と鳴った5自動消义 



戻す 


グリルタイマー 


[旧 


E 3] 

ダ-/ 

『ピー』と鳴った5自動消义 




④ 点火/消义ボタンを 
戻す 
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底ずお守りください(安全上のま意）® 


安全に正しく使用していただくために必ずお読みください 


使用されるちや他のちへの危害-財産への損害を未然に防止するために、つざのよラな区分- 
表示をしています。 

いずれち安全に関する重要な内容ですので、必ずお守りいたださ、内容を理解して正しく使用 
してください。 


■を害-損害の程度による内容の区分 



A 危険1 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び死 t または重傷を負ラを険または、 
火災び切迫して生じることび想定される内容です。 


A 警告1 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び死 t または重傷を負う可能性または、 
火災び想定される内容です。 


A ま意 


このまおを無視して誤った取扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性および物的損害 
のみび発生する可能性び想定される内容です。 


お願い 


安全に快適に使用していただくために、理解していたださたい内容です。 


■注意-禁止内容の絵表示 


i 

>必ず守る 

( 

^換気する 

A 発火を意 

禁止 


^ 火気禁止 

( 

寶 分解禁止 

0 接触禁止 



A 危険 


ガス漏れの際には 


ガス漏れに気づいたときは、下記の手順に従う 


〇 ①すぐに使用をやめ、ガスをを閉じる。 

②窓や戸を開け、ガスを外に出す。 

ぉず守る③お買い上げの販売店または、ちよりの東京 
ガス(別紙事業所一覧)に連絡する。 



ガス漏れ時は、絶対に 

-义をつけない 

-電気器具(換気扇など)のスイッチの入•切をしない 
-電源プラグの抜さ差しをしない 
-周辺で電話を使用しない 
乂や乂花で引乂し、 义災の原因になります。 
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A 警告 


使用するガスについて 


〇 銘板(機器ち側面に貼付)に表示してい 
るガス(ガスグループ)で使用する 
まち居されたとさち供給ガスの種類び、 
銘板の表示と一致していることを確認 
する 

表示 LU 外のガスで使用すると、 不完全燃焼に 
よる一酸化炭素中毒や爆発着义によるやけど、 
機器が故障する原因になります。 

イ共給ガスびわか日ない場合はお買い上げの販 
売店または、ちよりの東京ガス（別紙事業所 
一覧）にお問い合わせください。 



应警告 


义災予防のために 


設置の際には 



〇 機器を設置するとさは、可燃性の部 
分か5十分離して設置する 

当該地区の市-町.村の条例で定められてい 
ます。必ず守ってください。 

距離を確保でさない場合は、別売の 
防熱板を取り付ける 

防熱板を取り付けなかった場合、 义災の原因 

になりまず。 

-離隔距離については]已ページを参照して 
ください。 

防熱阪の購入は、お買い上げめ販売店または、 
ちよりの東京ガス(別紙事業所一覧）にお問 
い合わせください。 


〇 機器周囲の改装(吊り戸棚を付けるな 
ど）については、お買い上げの販売店 
にホ目談する 

ご自分で改装されると、設置基準上問題びあ 

る場合びあり、 义災の原因になりまず。 


機器をご使用の際には 


〇 

必ず守る 


使用中に異常燃焼、異常音、臭気などを感じたときや地震、义災などの緊急の場合は、 


下記の手順に従ラ 

① 消乂する。 

(点火/消火ボタンを「消火の状態」にする。） 

② ガスをを閉じる。 

③ お買い上げの販売店または、ちよりの東京ガス(別紙事業所 
—覧）に連絡する。 

义災や一酸化炭素中青のおそれがあります。 

- Q & A (よくあるご質問）.故障かな？と思った日 (43 〜48ぺ 
ージ）に従い、処置する。 

それでち直らない場合は使用を中止し、お買い上げの販売店 
または、ちよりの東京ガス(別紙事業所一覧）に連絡する。 

■再使用するときは、 ] 9ページか日の『コン□の使いかた』 
の手順に従って操作する。 



〇 使用後は消义を確認する 

义災や思わめ事故の原因になります。 

※就寝や外出時はガス栓ち閉じてください。 


〇 ゴム管び正しく接続されているか、 
ひび割れや穴びあいていないか確認 

义災のおそれがありまず。 
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お^ずお守りください(安全上の注意） (§) 


应警告 


乂災予防のために 


機器をご使用の際には 


0 义をつけたまま離れない、就寝やか 
出をしない 

" ^ 料理中のちのび焦げたり燃えたりするなど、 
义災の原因になりまず。 

※とくに天ぷ日や揚げちの調理、グ U ルを使 
用しているとさはを意してください。 

電話や来客の場合は、一旦火を消してください。 


0 トッププレートに衝撃や荷重を加え 
ない、上にのらない 

" ^ トッププレートび変形し、 異常過熱や义災の 

原因になりまず。 



0 义びついたまま持ち運ばない 

やけどや义災の原因になりまず。 


0 引义のおそれのあるちの（スプレー、 
ガソリン、ベンジンなど）は機器の近 
" ^ くで使用しない 

义災の原因になりまず。 


0 燃えやすいものを機器の近くに置かない 

機器の上や周囲に燃えやすいちの（調味料ラ 
» 4 ック、ペットボトル、調理油など）、引火の 
おそれのあるちの（スプレー宙、カセットコ 
ン□用ボンベなど）を置かないでください。 
また、機器本体の下に新聞紙やビニールシート 
などの燃えやすいちのを、敷かないでください。 
火^の原因 や、熱でスプレー街のび上びり、 
スプレー宙び爆発する原因になりまず。 



コン□部をご使用の際には 


A センサー解除モードを使用するとさは、 

揚げちのなどの調理はしない 

センサー解除モードでは、天ぷ日油過熱防止 
機能の消火温度び高くなっていますので、調 
理由び温熱され発火し、 火^の原因になります。 
(センサー解除モードについては、 2] ペー 

ジを参照してください。） 


0 耐熱ガラス容器や±鍋など、熱び伝 
わりにくい容器で油料理しない 

" 天ぷ日油過熱防止機能び正しくはた日かず、 
調理油び発火し、 义災の原因になります。 


0 

禁止 


鍋などびトッププレー 
卜か5はみ出した状態 
では使用しない 

义災や機器巧損の原因になります。 



0 

禁止 


温度センサーの上面と鍋底やフライパンの底などび密着 
していないときは使用しない 

鍋底に密着しないとさやミちれび付着しているとさは、温度センサー 
び正しくはた日さません。 

-調理油の量に関係なく調理油び発火し、 义災の原因になります。 

-焦げつき自動消乂機能び正しくはた日かない場合びあります。 



銅直び凹凸 


ミがちれ 
さびミちれ 
異物などが付着 


みき W ずき間 


0 

禁止 


アルミはく製しる受け、省エネごとくなど指定 
むがの補助員は使わない 

一酸化炭素中毒のおそれや機器の異常過熱により塗装の 
変色•はく離-機器焼損-変形の原因になりまず。 










































义災予防のために 


コン□部をご使用の際には 


0 

禁止 


コン□をおおラよ 
うな大きな鉄ホ反や 
鍋は使わない 
一酸化炭素中毒のお 
それびあります。 



0 

禁止 


焼網は使用しない 

トッププレートに落ちた油など 
び発火したり、 機器の異常過熱 
により塗装の変色•はく離•機 
器焼損-変おの原因になりまず。 



揚げもの調理の際には 


〇 揚げらのは食材全体び十分につかるまで調理油(形ず200 mL 
, L ソ上)を入れて行ラ 

調理油の量びかなかったり、減ってきたりすると、 発义するおそれがありまず。 
とくにフライパンなどの底び広い鍋で揚げちのをする際は、を材全体び 
調理油に十分につかっていないと、 発义するおそれがありまず。 



食な全体びつかるまで 


0 

禁止 


を凍食材を鍋の底面中央に密着させた状態で揚げらのをしない 

鍋の底面中央(温度センサーの接触位置）に冷凍食材び密着した状態で揚 
げちの調理をすると、温度センサーび鍋底の温度を正しく検巧しないた 
め、 発义ずるおそれがありまず。 食材は中央部を避けて置いてください。 



;令凍食な 


0 


を凍食巧を鍋の底面中央(温度セン 
ヴーの接触位置)に密着させない 


0 複数回使った調理油で揚げものをしない 

何回ち使用して茶掲色に変色した調理油、にごった調理油、揚げカスなどび沈んだまま残っている調理 
" ^油は使用しないでください。 発义が起こりやずくなる場合がありまず。 

0 揚げすぎない 

豆腐などの水分の多いちのや、巧つさのコ□ッケなどの破裂しやすいちのは、とくにミ主意してください。 

»4揚げすざると油び飛び散り、 発义や、やけどのおそれびありまず。 


グリル部をご使用の際には 


〇 グリル使用前はグリル庫内を点検ずる 

グ U ル庫内に食品くず、油くず、布などびあ 
必ず守るると、使用中に発火し、 义災や機器損傷の原 

因になりまず。 


〇 グリ J レ使用後および連続使用ずるとさは、 
グリル受け皿にたまつた脂を取り除く 

^"^33 たまった脂び発火し、 义災や機器損傷の原因 

になりまず。 


0 グリル排気□①上にふきんやタオルな 
どをのせない 

" ^ 义災や不完全燃焼の原因になります。 


0 

禁止 


グリル受け皿にグリ 
ル石やグリルシート 
などを入れない 

たまった脂び発乂し、 

义災や機器損傷の原因 
になりまず。 



発义注意 


脂びをく出る料理 
には、グリル焼網 
①上や下にアル S 
はくを敷かない 

アル5はくの上にたまった 
脂び発义し、 义災や機器損 
傷の原因になります。 


アル5はく 



点検の際には 


® 絶対に改造-分解は巧わない 

改造•分解をずると一酸化炭素中毒などによる死 t 事故のおそれがありまず。また、义災の原因になり 

»醉禁止 ホす 


巧 





























底ずお守りください(安全上のま意） @ 


A 警告 


ガス事故防止のために 


機器をご使用の際には 


使用中は換気をする 

^使用中は窓を開けたり換気扇を回すなど、換気を行ってください。 

る換気を行わずに、他の燃焼機器と同時に使用した場合など、 不完全 

燃焼による一酸化炭素中青の原因になりまず。 

※自然排気式給湯器やふろびまを使用している場合は、換気扇を回さず、 
窓を開けて換気をしてください。換気扇を回すと排気ガスび逆流して 

一酸化炭素中毒の原因になりまず。 



0 調理むがの用途には使用しない 

練炭の火起こしやあ類(ふさんなど)の乾燥などに使用しないでください。 

« ^ 過熱-異常燃焼による機器焼損 やを類などび落下して 义災の原因になります。 


A ま; 


义災予防のために 



〇 

必ず守る 


機器をご使用の際には 

使用するバーナー①点义/消义ボタ A 点义したときはバーナーび着义した 

ンを確認して操作する Vことを確認ずる 


間違って操作すると、別のパーナーび点火して、 0^3。着乂していないと、 火!が毒など、 

义災や思わめ事故の原因になりまず。 思わめ事故の原因になりまず。 


グリル部をご使用の際には 


〇 魚などの焼さすぎに注意する 

魚などび燃え、グ U ル排気口か日炎び出るこ 

がず 3 a とびあり、 义災の原因になりまず。 


A 鶏肉やサンマなどの脂のをい食材を 

焼くと、飛び散った脂に引义して瞬 
^=*=3 胃間的にグリル排気口か5炎び出る 場 
合びあるのでま意する 
やけどや义災などの原因になりまず。 


〇 グリル使用中、調理物び発义した場合は、下記の手順に従ラ 

①点火/消火ボタンを巧し、機器の y (—ナーを消乂する。 

ぉず守る ②炎び消えるまでグI」ルとびらを開けない。 

③消乂後、お買い上げの販売店または、ちよりの東京ガス(別紙事業所一覧)に連絡する。 

手順に従わなかった場合は、义災の原因になります。 


应迂忌 


ガス事故防止のために 


設置の際には 


〇 水平で安定性のよい丈夫な台の上に設置する 

不安定な所や傾いた所に設置すると、機器び傾いて やけどやけがのおそれがありまず。 


〇 

必ず守る 

棚の下など落下物のを険のある所を避ける 

機器の上に落ちたちのび燃えて、 义災の原因 

になります。 


湯沸器の下には設置しない 

湯沸器の不完全燃焼防止装置びはた b さ、 义 

びつかない場合びあります。 また、湯沸器の 

寿命を縮めます。 


を暖房装置の吹さ出し□の近くや、強 
い風び吹き&む場所には設置しない 
义び途中で消えたり不完全級親の原因になります。 

§ 

照明器具など樹脂製品の下に設置しない 
照明器具のかさなどび 変形-変色ずる原因に 
なります。 



























应迁忌 


ガス事故防止のために 


〇 

必ず守る 


お手入れの際には 

バーナーキャップを水洗いしたあとは、よく水気を切る 

水分び残つたまま取り付けると、 点义不良や不完を燃焼の原因になります。 


睦迁局 


やけどやけびの予防のために 


機器をご使用の際には 


〇 点义操作をしても点义しない場合は、 
点火/消义ボタンを r 消义①状態 J にし、 
周囲のガスびなくなってか5再度点 
义する 

すぐに点义すると、周囲のガスに引乂してを 
服び燃えるなど、 やけどの原因になりまず。 


〇 コン□使用中は、コン□の奥へ手を伸 
ばしたり、身体の一部や巧服びパ’ーナ 
かず守る 一に触れないように注意する 

やけどやを服に炎が移ったりずるおそれがあ 
ります。 


^ 使用中や使用直後は操作部 m がは触 

賊 5ない 

機器本体とその周辺および調理用具び熱くな 

つており、 やけどの原因になりまず。 

※とくにルさなおモさまびいる家庭ではミ主意 
してください。 


0 点义操作時や使用中はノ くーナー付近に 
顔や手などを近づけない 
* ^グリルを点义するときは、必ずグリル 
とび5を閉める 

炎や熱で顔や手など、 やけどの原因になりまず。 

※とくにコン□調理中は、温度センサーび作動し、 
自動的に"弱火"ぐク"強火’と炎の大きさび変化する 
場合びあるため、やけどをするおそれびあります。 


コン□部をご使用の際には 


0 片手鍋や底びへこんだ鍋や丸い鍋、底びすべりやすい鍋、径のルさい鍋などは、不安 
定な状態で使用しない 

" •片手鍋やフライパンなど、重むび片寄った鍋は不安定な状態にな日ないよラ、取っ手をごとくのツメ 
方向に合わせる、取っ手を持って使用する、取っ手などを機器の前面か日はみ出さないよラ横に向け 
て置くなど、安定した状態で使用してください。 

-中華鍋などの底の丸い鍋は、取っ手を持ちなび日使用してください。 

不安定な状態で使用すると、銅び傾いて調理物び体にかかるなどして やけどの原因になりまず。 


〇 みそ汁やカレー、ミートソースなど、とろ 
みのある料理を煮たりミ品めたりするときは、 
乂力を弱めにして、よくかき混ぜる 

強火で急に温めると、鍋底に沈んだみそやルーなど 
び突沸現象により突然噴き上びり、鍋びはねあびつ 

て やけどをずる原因になりまず。 （とくにだし入り 
豆みそ(ホみそなど)のときはま意してください。） 


〇 やかんや鍋などの大きさに合わせて 
义力を調節する 

乂力び強いとはみ出した炎によりやかんや鍋 
の取っ手などび過熱され、 やけどや取っ手の 
巧損の原因になりまず。 


ち沸現象 I しついて 

突沸現象とは、突然にふっとラする現象です。水、牛乳、豆乳、酒、みそ汁、コーヒーなどの液体を温め 
るときに、ささいなきっかけ(容器をゆする、塩、砂糖などを入れる）で生じます。直乂でこれ日を温める 
ときにち起きることびあります。 

この現象び調理中に起さると、鍋びはねあびったり、高温の液体び飛び散るため、やけどやけびをするお 
それびあります。これ日の予防法として次の点にごを意ください。 

-カレー、ミートソースなどのとろみのある料理やみそ汁などの汁ちのの温めは弱火でかさ混ぜなびら加熱 
する。（強火で急に加熱しない。） 

•熱々の汁ちのに、塩、砂糖などの調味料を入れる場合は、かし冷ましてか日行ラ。 

-鍋の大ささにあった乂力で加熱する。 
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底ずお守りください(安全上のま意）® 


拉迂忌 


やけどやけびの予防のために 


グリル部をご使用の際には 


〇 使用直後の魚の出し入れは、グリル 
とび5やグリル受け皿、グリル焼網 
を機器か5取りがさずに行う 

グ I 」ルとび日ガラスやグ I 」ル焼網などび熱< 

なっており、 やけどの原因になります。 


〇 グリル受け皿を持ち運びするときは、 
ちえてか5持ち運ぶ 

0^33使用中や使用直後は、グ U ル受け皿やグリル 
受け皿にたまった脂び高温になっており、 や 
けどの原因になりまず。 また、グ U ル受け皿 
にたまった脂などびこぼれないよラにミ主意し 
てください。 


0 グリル使用中や使用直後は、グリル 
とび5取っ手むがは触5ない 
禁止 グリル受け皿を持つときは、めれぶ 
きんなどで持たない 
やけどの原因になりまず。 


0 グリルとび5に重いものをのせたり 
強い力を加えない 

" グ U ルとび日び外れ、 けびや機器損傷の原因 

になります。 


0 グリルとび5ガラスに衝撃を加えた 
り（グリルとび5の落下も含む）キズ 

禁止 をつけたりしない 

また、使用中や使用直後に水をかけ 
ない 

グ U ルとび日ガラスび割れて、 やけどやけが 

の原因になりまず。 


0 グリル受け皿に水を入れて使用しない 

この機器はグ I 」ル受け皿に水を入れる必要び 
«止ないタイプです。水を入れないでください。 

グ U ル機能び正しくはた日かなかったり、 調 

理物が燃えるなどの原因になりまず。 また、 
お湯びこぼれて やけどの原因にちなります。 


^ グリルを使用するときは、グリル排気□に手や顔などを近づけない 
^ 鍋の取っ手などびグリル排気□にかか5ないようにする 

高温の排気び出て、 やけどや鍋の取っ手などの焼損の原因になりまず。 


お手入れの際には 


〇 お手入れをするときは、機器び十分;ちえてか5、手袋をして行う 

手袋をしないでお手入れすると、 やけどや機器の突起物などでけがをずる原因になりまず。 

必ず守る 


〇 ごとくとカバーリングは正しく取り付ける 
(38 ぺージ） 

0^35誤った取り付けかた(浮さ、裏返しなど)で使用する 

と、 鍋の輔到によるやけど-点义不良-不完全燃焼 • 
変形の原因になりまず。 

また、取り付けの際に衝撃を加えると、トッププレ 

ート にキズがつ < おそれがありまず。 



機器損傷の予防のために 


ごと< 




カバーリングの 浮き 


機器をご使用の際には 


0 


7 7 


トッププレートに直接高温の鍋など 
をのせない 

トツププレートの 変色や損傷の原因になりまず。 


0 


ごとくをがして直接コン□に鍋を置 
いて使用しない 

不完全燃焼や 機器焼損の原因になりまず。 



















機器損傷の予防のために 


機器をご使用の際には 


0 グリルとび5、コン□操作部、グリ 
ル操作部、電池ケース部などに、重 
禁止 いものをのせたり強い力を加えない 
機器損傷の原因になりまず。 


〇 エアコン、 扇風機の風などび コン □の炎 
にあたらないように配慮して使用ずる 

温度センサーにより鍋底の温度を検知して乂 
力を制御するため、風びあたると 温度センサ 

-が正しくはた5かない場合があり、义が途 
中で消えたり機器損傷の原因になりまず。 


0 グリルとびらを開けたままグリルを 
使用しない 

" ^ グ I 」ルとびらに魚などをはさみこむなど、グ 
U ルとび日び開いた状態では使巧しないでく 
ださい。また、ひんぱんに開けたり閉めたり 
しないで < ださい。 

トッププレート前部を焦がしたり、機器の上 
部が加熱され、やけどのおそれがあります。 


お手入れの際には 


〇 

必ず守る 


パ’ーナーキャップは正しく取り付ける （37 ぺージ) 


誤った取り付けかた(浮さ、裏返しなど)で 
使用すると 

•点乂しない場合びあります。点火した場 
合でち、炎のふぞろいや逆乂で 不完全燃 

偽 .—酸化炭素中毒のおそれや変形の原 
因になりまず。 

•機器の中に炎びちぐりこんで、 焼損ずる 

原因になりまず。 

•誤セットのまま使用すると、 機器寿命が 

短くなるおそれびありまず。 


m 部 




パ'- ナー キャップの浮き 


A ま ; 


お子さまに巧するを意 


0 ルさなお子さまだけで使用させない 

思わめ事故の原因になりまず。 

" おモさまび触れてち点火しないよラ、□ック機能を設定することびできます。 （18 ページ) 


A ま ; 


正常な動作のために 


〇 

必ず守る 


温度センサーび上下にスムーズに動 
くことを確認する 

温度センサーのお手入れはこまめに 
行う (37 ぺージ） 

鍋底に温度センサーび密着しなくなり、調理 
油び発乂する場合びあります。また、動さび 
悪いと鍋などび傾さ、お湯などびこぼれ、 や 

けどの原因にもなりまず。 


密着しない場合、点検-修理を依頼してくだ 



0 温度センサーに強いショックを加え 
たり、キズをつけない 

4 鍋底に温度センサーび密着しなくなり、 調理 

油が発义ずる場合があります。 
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おずお守りください(安全上のま意）® 


お願い 


機器について 機器のご使用について 


■この製品は家庭用です。業務用のような使いかたを 
ずると、機器の寿命が著しく短くなりまず。この場 
合の修理は保註期間内でも有料となりまず。 

■長期間使巧しない場合は ••• 

-ガスをを閉じてください。 

-各部のミちれを取り除さ、ほこりや異物び入日ない 
よラにビニールなどをかけてください。 

再使用時は、完全に取り外してください。 

-乾電池を電池ケースより巧いてください。 

乾電池の液漏れにより、 機器をいためる原因になります。 
■機器を廃棄ずる場合は ••• 

•機器を取り替えた場合、旧機器は専門の業者に処 
理を依頼してください。もしお客さまで旧機器の 
処理をする場合、乾電池を使用している機器は、 
乾電池を取り外してか日正規の処理を行ってくだ 
さい。 


お手入れについて 

■機器や機器周辺（システムキッチンの天板など）に水 
をかけたり、水を流しての掃除はしないでください。 
また、めれぶきんやスポンジたわしを使用する場合 
ちよくしぼり、水分を切つてか5使用してください。 
機器内部に水び浸入し、 故障の原因になりまず。 


グリルのご使用について 

■連続で使用ずる場合は一旦义を消し、再度点义して 
<ださい。 

グ U ル庫内び高温になっていると、グ I 」ル過熱防止 
センサー (4] ページ）びはた日いて、 焼さ上びる前に 

消义ずる場合があります。 

■魚などの焼き加減を見るときなど、グリル受け皿を 
約1分に Lb 引き出したままにずる場合は、一旦义を消 
して < ださい。 

グ U ル過熱防止センサー (4 1ページ)びはた日いて、 

消义ずる場合がありまず。 

■を蔵庫か5出し た冷た いままの魚などは、常温でし 
ばらくおいてか5焼いてください。 

また、をまされた魚などは、しっかりと解ましてか 
日焼いてください。 

中む部まで十分に火び通日ず、焼さ上びりびよくな 
い場合や、生焼け状態になる場合びあります。 


■使用中もときどき、正常に燃焼していることを確認 
して < ださい。 

■トッププレート上で、鍋などをすべ日せたりしない 
で < ださい。 

トッププレートや銅が損傷する原因になりまず。 
■トッププレート上で、 IH ジャー炊飯器、卓上型 IH ク 
ッキングヒーターなど電磁誘導加熱の調理機器を使 
わないで < ださい。 

磁力線により、 機器び故障する原因になりまず。 


コン□のご使用について 

■鍋の重さは温度センサーの密着を確実にするため 
30 Og む上(調理物の重さを含む)にしてください。 

とくに片手鍋などは、不安定になりやすいのでを意 
してくださし、。 

■弱义のとさは炎が見えにくい場合がありまず。 

消し忘れにミち意して < ださい。 

■調理中に鍋をのせかえるとさは、一旦义を消してか 
5のせかえてください。 

乂を消さずに作業をすると、 やけどの原因になりまず。 
また、コン□か日鍋を外されてしぶ時間び長く続くと、 
弱火になったり、自動消火したり、 温度センサーび 
正しくはた日かない場合があります。 

■コン □を弱义で使用している場合は、グリルとび5 
をゆっ < り開閉して < ださい。 

グリルとび日の開閉により発生した風で、 コン□の 

义が消える場合がありまず。 

■強义で長時間使用ずると、まれに鍋とごとくがくっ 
つ< ことがありまず。 

鍋を動かすとさはミち意してください。 

■煮こぼれしたときは、その都度お手入れを行ってく 
ださい。 

機器の内部に煮汁び浸入すると、故障の原因になり 
ます。また、バーナーに煮こぼれびかかったまま放 
置すると、炎口びつまり機器内部で燃えることにより、 

機器焼損の原因になります。 
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機器の組み立てと設置 


取り付けかた 


ごと< 


◎グリルケース内の徊包材などは、 
おず取り除く。 


点义プラグ 


乾電池 


乾電池 


電池ケースに乾電池を入れてください。巧已ページ) 


グリル排気 IIIAA ’一 


ツメ部(左も2力所)をち巧部(左も2力所)に入 
れて、浮きびないように取り付けてくださし、。 


グ U ル排気 □ 
カバー 
' ツメ部 

(左も2力丽 


ち巧部 
(左ち2力所） 


バーナーキヤップ 


. の部を後ろ側にして点乂プラ 
グ位置に合わせ、手前側の本 
体凹部にバーナーキャップの 
ピンを入れて、浮さびないよ 
ラに取り付けてください。（点 
乂プラグに衝撃をあたえない 
よラにしてください。） 

※高火カコン□用は、バーナーキャップに 『 H 』 
マークを表示しています。 



カバーリンク' 


ごと< 


グリル受け皿 • グリル焼網 


立消えを全装置欠を部を立消えを全装置の位置に合わせ、 
ツメ部(左ち2力丽をトッププレート巧部(左ち2力所） 
に入れて、浮をびないよラに取り付けてください。 


立消え安全装置 
欠さ部 



ツメ部 
(左ち2力巧) 


手前側 


巧部 

(左ち吕力巧） 


立ミ肖えま全装置 


サイドカ八一 



内側の己部(前後2力所)を、 
カバー U ングの欠き部（前 
後2力所）に入れて、浮き 
びないよラに取り付けてく 
にさい。 レごとく 


内側の凸部 
(前後2力巧) 



-グ U J レ受け皿の角巧® (左も2力所） 
びスライド粋の己部(左ち2力所） 
に入るよラに置いて取り付けてく 
ださい。 

-グ U ル焼網の己部(前後4力所）を 
グ…レ受け皿の角巧 ◎ (前後4力丽 
に差し込んで取り付けてください。 

※どちらち"手前"と表示しているち 
をグ I 」 J レとびら側にしてください。 


グ I 」ル焼網 


手前側 


奥のフックに切 D 欠さ部を差し込み、 
手前のフックに巧部を引っかけて 
取り付けてください。 

※サイドカバーは、（左）（ち）びあり 
ますので、ミち意して<ださい。 

指かかりのある手前側に左または 
ちと表术していをす。 

※図は、サイドカバー(左)の場合です。 
サイドカバー（ち）ち同様に取り付 
けてください。 


欠定部 
(前を2力丽 


手前のフック をットされた状態1 
サイドカ J 




"を前 

表示 

手前側 


グ U ルとびら 


(前後4力巧） 


グリル 

受け皿 


ち巧® 
(左ち2力所） 

凸部 

(左ち2力所） 
スライド枠 


〇 

必ず巧る 


〇 

必ず巧る 


盛を意 


パーナーキャップは正しく取り付ける 

誤った取り付けかた(浮さ、裏返しなど)で使用すると、 

•点乂しない場合びあります。点火した場合でち、炎のふぞろいや逆乂 

です完全燃焼-一酸化炭素中毒のおそれや変おの原因になりまず。 

-機器の中に炎びちぐりこんで、 焼損する原因になりまず。 

-誤セットのまま使用すると、 機器寿命が短くなるおそれがあります。 

ごとくとカバーリングは正しく取り付ける 

誤った取り付けかた(浮さ、裏返しなど)で使用すると、 鍋の転倒に 

よるやけど-点义不良-不完全燃焼-変おの原因になりまず。 

また、取り付けの際に衝撃を加えると、トッププレートに キズがつ 

<おそれがありまず。 



バーナーキャップの浮走 



ごとくの浮き カバーリングの浮き 


74 

















































圃囲の防义措置(機器の設置)について 


設置場所の周辺に可燃物(木製の壁やたななど)びある場合。 


〇 

化ず守る 


可燃性の堅に直接タイルやステンレス板を貼り付けた場合でも伝熱のため可燃物が炭化し、义 
災となるおそれがありますので必ず ■もでぷ麵巧 aga を行ラ 

高乂カコン□側は壁か日離す 

壁から I もで巧留 ifll の離隔距離がとれない場合は、必ず東京ガス指定の防熱板(別売品)を取り付 
けて I もで巧留置 扫 を 巧う 

防火措置を行わないと、 义災のおそれがありまず。 


防义括置1 


◊可燃物(壁-たななど)か日離す。 

※印の寸法はトッププレート面より上方の寸法です。 


《 ] 日 OcmiU 上 


1曰 cm 政上 

芦^^つ 



◎防义措置1の条件を満たせない場合。 


防义搭置2 


側面-背面 


防熱,板霞1 cmL ソ上の空間 I 



30cm 

上 


OcmL^LL 


防熱板① 


別売防熱板 



1 cml ； (上の空間 


防熱板® 


《80 cmU (上 
1已 cm じ(上 


I 己 cm 政上 

反 A 可 芦^3 


※印の寸法はトッププレート面より 
上方の寸法をさす。 


調理台-流し台などの側面 


防熱板④ 



別売防熱板の種類 

\ 

コードま号 

高さ ( mm ) 

幅 ( mm ) 

① 

LP 0] 0己 

3已〇 

600 

© 

LP 0 106 

3已〇 

已3巳 

⑤ 

LP 0 107 

已已〇 

900 

④ 

LP 0 108 

150 

已〇〇 


-防熱板は4種類用意しております。 

-用途に適した防熱板を選んでいたださ、正しく取り 
付けてください。 

※取り付け方法は別売の防熱板に同こんされている「取 
付説明書」をご覧ください。 

※防熱板のお巧めは、お買い上げの販売店または、ち 
よりの東京ガス（別紙事業所一覧）にお問い合わせく 
ださい。 
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がス接続について 


ガス接続について 


ガス接続は下記事項を必ず守り接続してください C 


〇 ゴム管はガス用ゴム管(検査合格マークまたは、 J 旧マ 
ークの入っているちの）を使用し、ホい線まで差し込ん 
おず守るでゴム管止めでしっかりと止める。 


かガスコードを使用する場合は、ス U ムプラグおよびガ 


必ず守る 


スコードの取扱説明書に従って正しく接続する。 


〇 ゴム管は高温部に触れたり、巧れたり、ねじれたりし 
ないよラにでさるだけ短くして機器の下を通したり、 
必ず守る機器 I し触れないよつ I し使用する。 


0 

禁止 


ゴム管の継ぎ足しやこ又分岐はしない。 


0 ひび割れたり、差し込み口がゆる<なったゴム管は使 
用しない。 


禁止 


赤い線ゴム管 


J 



巧置を搭 

4 



ホースエンド ゴム管止め 

赤い線機器巧ス U ムプラグガスコード 



& ゴム* 




Ij 

f 戸 

1 


LI 


り 

□ 

] 

颂 


二又分岐 


継ぎ足し 


ひび割れ ゴム曽 



ホース エンド 


接続口に巧れやゴミびないよラにする。 

ガス漏れの原因になります。 

ゴム管は、ときどき(己力月に]回程戲点検し、ちくなったゴム管は新しいゴム管 
に交換する。 

ガス漏れの原因になります。 

迅速継手を使用する場合は、ガスをのホースエンドにより接続具び異なります。 
接続はお買い上げの販売店または、ちよりの東京ガス(別紙事業所一覧）に依頼してく 
ださい。 


ホース エンド 



ガスを 


お部屋のガス栓について 


苗化 
貢口 


開閉つまみのない「ガスコンセント」の場合、下記の要領で「ガスコンセント」にガスコードなどを取り付ける 
と自動的に開をし、取り外すと自動的に閉をするよラになっています。 


〇 取り付け方法(ガス栓を開けるとき） 

ガスコードなどのソケット側をち図のよラにガスコンセントに"力 
チッ "と音びするまで差し込みます。 

取り外し方法（ガス栓を閉めるとき） 

ソケットを外すときは、ソケットのス U - ブ（白色）を手前に引き 

か9 〇 



-ガスつンセント 


ソケッ I 


it 


ス U —ブ(白色） 
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コン□を使う準備 


C 鍋の選びかた ） 


鍋などの種類 

煮ちの 
な ど 

炒めもの 
揚げものなど 

細の量: 200 mLt 山 

ミ届調機能 

揚げちの 

防國 

(油の量:已〇 OmL 飞 

1 〜 1000 mU 

炊飯 

防國 

ドはん： 1 〜已含' ( 

1 おかゆ： 0 .已〜 1 合 j 

アル5製の銅-文化鍋 

〇 

〇 

〇 

〇 

深めのもの 

ホー . 巧ち出し. _ 

ステンレス膺手)の S 

〇 

〇 

〇 

〇※ 3 

深めのをの 

ステンレス 

燒手：鍋底厚み 2mm 未満)の鍋 

〇※ 2 

X 

X 

〇 *2 
深めのわの 

無水鍋-多層鍋 
(ステンレス厚手鋼） 

〇※ 1 

〇 

X 

X 

鉄製の銅. - - - 夕 

中華鍋' 

フライパン 

〇 

〇 

〇※ 5 

X 

g 齡 容器分 fa 

〇※ 1 

X 

X 

X 

ゃかん 渴） 

— 

— 

— 

— 


〇 :適しています 。X :適していません。（温度を正しく検巧しない場合びあります。） 

:途中消火したり、焦げつく場合びあります。 

高乂カコン□はセンサー解除モード (2] ページ）にすると途中消火せず使用でさます。 

(焦げつさ自動消火機能びはた日かないため、焦げつさびさつ<なりますのでを意して<ださい。） 
《2 :焦げつさびさつくなります。 

《3 :ホー□一鍋の場合、焦げつく場合びあります。 

《4 :揚げちのの場合の油の量を示します。 

※已：中華鍋は底の平日な中華鍋を使巧してください。 


お願い 


中華鍋を使ラとさは、 

-鍋底と温度センサーび密着していることを確かめてか日使用してください。 

-中華鍋の種類によっては、鍋び安定せず、温度センサーび正しくはた日きません。 
-必ず取っ手を持って調理してください。 
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o ガス栓を全開にずる 


0ごとく中央に鍋やフライパン 
T などを置く 


鍋などをごとくに置いていないと点义しません。 


• 点乂前に温度センサーび鍋底に密着しているこ 
とを確認してください。 




□ックつまみ） 



ック機能について 


ルさなお子さまのいたず日や誤作動を防止ずるために、点义/消义ボタン毎に□ックずることができます。 


-点乂 /消火ボタンび r 消火の状態」のとさに□ック 
つまみを動かすことびでさます。 

※□ックつまみを左にすると□ック巧態になります。 
□ックつまみをちにすると□ックび解除できます。 


◎□ック状態 


◎□ック解除 
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コン□の使いかた（基本操作) 


『コン□を使う準備』 （ P 17) 
をよく読み、準備をずる 


ごとく中央に鍋などを置く 



〇@ 


〇点义ずる ^ Q 义力調節ずる 


〇点火/消火ボタンを止まるまでいっぱ 
いに巧し、点火の状態にしてください。 



燃焼ランプが点！打します。 


※义力調節つまみび弱火側（左側）にある 
場合、つまみは強火側(ち側) I こ動さます。 
高火カコン□の場合は安全のため、乂 
力調節つまみび強火側(ち側）にある場 
合、つまみは中火位置（中央）に動さ、 
中乂点乂します。 


〇火力調節つまみを左ちにゆつくりとスライ 


ドさせてください。 


( 標準コン □) 

c 高义カコン □) 



1 -、 ■ 1111 ■ O ^ iiilllli ^ 

i'、i ■ 1111 ■ Nllll ■■■わ 

n.' Ln 

nJ ui 




《点火後、約30分毎にブヴー音『ピピピッ』で 
使用中であることをお知らせします。 
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調理をするときのお願い 


座ミち意 


〇 みそ汁やカレー、5—トソースなど、とろみのある料理を煮たりミ品めたりするとさは、义力を弱め 
にして、よくかき混ぜる 

’ぶず守る強火で急に温めると、銅底に沈んだみそやルーなどび突沸現象により突然噴き上びり、銅びはねあび 
つて やけどをずる原因になりまず。 （とくにだし入り豆みそ(ホみそなど)のときはを意してください。） 
※突沸現象については、] 0ページを参照してください。 


- 

鍋などをごとくにのせた状態で、激しく動かさないでください。 

トツププレート にキズがつ<おそれがありまず。 


•炒めちの（野菜炒めなど）、焼きもの（目玉焼き、八ンバーグなど）をす 
る場合は、1分程度予熱する。 

予熱時間び長すざたり短すざたりすると、安全機能びはたらさ、弱火になった 
り消乂する場合びあります。 

-きんぴ5ごぼう-インスタント焼をそばなどは、高义カコン□のセンサー解除モードで調理ずる。 

水分び蒸発しても加熱を続ける料理の場合、編ブ'つき自颤肖乂機能びはた日き、消火することびあります。 

• 揚げちのは高义カコン□の揚げちのモードで調理する。 

揚げちのモードを使わずにをめの油を加熱すると、機器び煮6の調理と判断し、ほい温度で自動消义することびあります。 



© 消义する 


〇点火/消火ボタンを巧して、消火の状態にし 
て < ださい。 



燃焼ランプが消打します。 


※必ず火び消えたことを確認してください。 

g 姐材 a - 

自動消火した場合は、必ず点火/消火ボタ 
ンを「消火の状態」に戻してください。 
点火/消火ボタンを戻し忘れると、已分おさ 
にブヴー音『ピー』でお知らせします。 

ただし、他のバーナーを使用中は、ブヴー 
音は鳴りません。 

戻し忘れたまま放置すると、乾電池の消耗 
が早< なります。 


g 姐时 a - 

約] 20分間（高温で自動火力調節してい 
る状態©場合は約30分励連続使用すると、 
消し忘れ消火機能びはたらき自動消火し 
ます。 

《コン□消し忘れ消火機能の設定時間を 
変更することびできます。（已〇ページ） 




直乂料理（あぶりちの）、炒めちのなどの 
通常時より高い温度での料理に]ページ） 
や、鍋の空焼さをしたとさに、強火•弱 
火を自動で火力調節している状態のこと 
です。 

この状態び30分政上続いた場合、また 
は弱火状態でち、温度センサーの温度び 
上びりすざると、自動的に火力を調節し 
たり、ガスを止め消火したりすることび 
あります。 
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o 


3 お)巧し 



. . 


をコン □ 


コン□タイ7— 



載岐換〇 霞巧 



te ンヴー解除モード 〈高乂カ コン □〉 


直义料理(あぶりもの）、いりもの、妙めをの(鍋をひんぱんに上げる料理)をする場合 
などは、センサー解除モードをお使いください。 



『コン□を使う準備』 （ P 17) 
をよく読み、準備をする 


高义カコン□操作部(シート） 

※左高乂カコンロで説日月しています。 


ごとく中央にフライパンなどを置く 



プリルタの- 

1 ■ .‘：‘;！，•， ■ 

te C -^^ inj 


@ 〇か 


〇 


点义し、 

义力調節ずる 


〇点火/消火ボタンを止まるまでいっぱ 
いに巧し、点火の状態にしてください。 



な 



点乂の状態 


〇火力調節つまみを左ちにゆつ < りとス 
ライドさせてください。 


弱< 


強< 


11111111111 


@センサー解除を設定ずる^ 

〇センサー解除キーを3秒じ(上巧してください。 

ブヴー音『ピピピッ』でお知らせし、ランプび 
点巧します。 

風 


3抄巧し 


縣- 


、ピピピ>^ 


3秒む上 
巧ず 




ランプ： 点な 

燃焼ランプが点なします。 



ブザー音：『ピピピッ』 


※再度、センサー解除キーを巧すと、ブヴー音 
『ピッ』でお知らせし、ランプび消灯して、 
センサー解除モードび取り消されます。 
※設定を解除してち消火しません。 
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センサー解除モードとは 


すべての安全機能び解除されるわけではありません 


※センサー辆除モードとは、温度センサーがまったく作動しなくなる機能ではなく、通常時より高い温度まで調理で 
をる機能でず。センサー解除モードを使用してち、銅などの異常過熱を防止ずるために、温度センサーの温度が上 
がりずざると、自動のに义力を調節したり、ガスを止め消义したりずることがありまず。 

※センサー稱除モードを使巧ずると、天ぷ日油過熱防止機能、焦げつを自動消乂機能、飾なし検知機能は作動しません。 


発义を意 


センサー解除モードを使用するとさは、揚げちのなどの調 i 里はしない 

センサー解除モードでは、天ぷら油週熱防止機能の消火温度び高くなっていますので、 
調理油び過熱され、発火し、 义災の原因になります。 


© 消义する 


〇点火/消火ボタンを押して、消火の状態にし 
てください。 



0 



消义のが態 


g 姐材£1 - 

約60分間（高温で自動火力調節している 
状態の場合は約30分副連続使用すると、 
消し忘れ消火機能びはたらき自動消火し 
ます。 

※センサー解除モードを取り消して、さ 
らに使用する場合は、点火してから約 
120分間（高温で自動火力調節してい 
る状態の場合は約30分間)連続使用す 
ると、消し忘れ消火機能びはたらき自 
動消火します。 

《コン□消し忘れ消火機能の設定時間を 
変更することびできます。（已〇ページ） 


燃焼ランプが消なしまず。 


※必ず火び消えたことを確認してください。 

- 

自動消火した場合は、必ず点火/消火ボタ 
ンを「消火の状態」に戻してください。 
点火/消火ボタンを戻し忘れると、已分おさ 
にブヴー音『ピー』でお知らせします。 

ただし、他の バーナーを 使用中は、 ブヴー 
音は鳴りません。 

戻し忘れたまま放置すると、乾電池の消耗 
が早くなります。 
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3 妙巧し 


左つンロ 


固 
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11111111111111 


つン□タイマー 


左ち 




H 


電お交換0 


電池 


『コン□を使う準備』 （ P 17) 

をよく読み、準備をする 

をコン□操作部(シート) 

※左高火カコン□で説明していまず。 


ごとく中央に鍋などを置く 



©0 〇な 


A 点义し、 


义力調節ずる 


コン□を選択ずる 


〇点火/消火ボタンを止まるまでいっぱ 
いに巧し、点火の状態にしてください。 



り 



点义の状態 


燃:!:弃ランプが点なします。 


〇火力調節つまみを左ちにゆつ< りとス 
ライドさせてください。 


弱く 


強く 


. mill . 


〇コン□を選択します。 

つン□タイ7— 



〇押すたびに、次のよラに切り替わります。 
(全てのコン□を使用している場合で説明しています。 

• 〇 ^ 〇 • ^ 〇 〇 

左ち'^左ち^左石 


-設定できるコン□は]力所です。 

- I - +1 を巧すか、約] 0秒たつと、タイマー表示 
び点灯に変わり、コン□び決定されます。 

•火のついていないコン□と、炊飯モード中のコン □ 
は選択でさません。 

• 局乂カコン□びち側仕様の場合は、「左」と「ち」の 
ランプの点な順び逆になります。 

※設定を解除してち消乂しません。 


タイ — "t — 卜 〈全コン□〉 


〇〇〇 

0006 

21 -~ 

〇〇〇 


23 
































































© タイマ■醜ずる 憩;! ぇる ► 0 消义のが態に戻ず 


〇タイマー設定をします。 



〇点火/消火ボタンを押して、消火の 
状態にしてください。 



m 



1分刻みで1〜99分慮鼠に設定できます。 

※押し続けると、10分刻みでをわりまず。 
※調理中(タイマー作動中)でち、タイマーの変更 
は巧能です。 

(センサー解除モード使用時は最長日0分です。） 



な 



消义の状態 


〇タイマーびスタートします。 


の終了30砂前に、ブヴー音121ブヴー音 f ピー』とタイマー表お部 
『ピピピッ』でお知らせし、 点滅でお知5せし、タイマー表お 

秒表おにをわります。 部び消なし、自動消义します。 



、ピピピ 


が-/ 


途中で消火したいときは、点义/消义ボタンを r 消 
义のげ態」にしてください。 （0 参照） 


g 姐材 - 

点火/消火ボタンを戻し忘れると、已分 
おさにブヴー音『ピー』でお巧らせします。 
ただし、他のバーナーを使用中は、プ 
ヴー音は鳴りません。 

戻し忘れたまま放置すると、乾電池の 
消耗が早くなります。 

































3 抄巧し 


脚 

. . 


@ ミ百度設定し、調理ずる 

〇着火後すぐに温度設定をします。 

※最初は] 80むに設定されます。 


左コン □ 


点义し、 

义力調節する 

〇点火/消火ボタンを止まるまでいっぱ 
し、に押し、点火の状態にしてください。 


な 

f 甲ず 


点义のが態 


燃焼ランプが点なします。 


〇火力調節つまみをちにゆっくりとスラ 
イドさせて < ださい。 



※义力調節つまみは、機能を正しくはたら 
かせるために、強火側にしてくださし、。 






端' 


つン□タイ7— 



電池交換。電池 


〇押すたびに、次のように切り替わります。 
(170 む、 ] 90むの設定もできます。） 


0200 
• 180 
0160 

り 

• 200 
• 180 
0160 


参 200 
0180 
0160 


0200 
0180 
• 160 

り 

0200 
• 180 
• 160 

〇 

0200 

0180 

0160 


■ 防 "M ■防 IIH 田削 "■■ な " H ■ritfH 


を 


-自動的に強乂と弱火を繰り返し、設定した温度を 
保ちます。 

•弱乂か日強义に切り替わる一瞬、炎び大さくなり 
ますのでを意してください。 

-途中で設定温度を変更する場合は、を巧してお 
好みの温度に合わせてください。 

※設定を解除してち消乂しません。 


揚けものモード 〈高乂カコン□〉 



『コン□を使う準備』 （ P 17) 
をよく読み、準備をする 


ごとく中央に鍋などを置く 


高义カコン□操作部(シート） 

※左高火カコン□で説明しています。 





oe 


直径：18~24 cm 
種類：天ぷ5鍋 
底の平 S な中華銅' 

鉄やアル5製の銅 


已〇0~ 1000 ml _ 


適した油の量 


適した錦 
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o 設定温度になると、ブヴー音でお知らせ 
します。調巧を始めてください。 


ヒヒ •■y 


© 消义する 


〇点火/消火ボタンを押して、消火の状態にし 
て < ださい。 



り 



消义の状態 


燃焼ランプが消なします。 


※必ず火び消えたことを確認してください。 




自動消火した場合は、必ず点火/消火 
ボタンを「消火の状態」に戻してください。 
点火/消火ボタンを戻し忘れると、已分 
おきにブヴー音『ピー』でお知らせします。 
ただし、他のバーナーを使用中は、ブ 
ヴー音は鳴りません。 

戻し忘れたまま放置すると、乾電池の 
消耗び早くなります。 


■ 


■ま 作-日 


I K ちま食品口 □可 かょど.) だ 


今□巧ケ ■ ! 

どのをリ勾 i 


松らの巧 6 あけ ^ ライ f と祐が司 I 


ドーナツ•フリツ 


巧で と 


」 


ホットケーキ 
オムレツ 
从ンバーグ 




揚げもののコツ 


油の飛び散りやすい材料は下ごし日えをする。（水分や空気は、加熱されると膨脹して破誤するため。 


ドーナツ 

生地には、必ずべ 
ーキングパウダー(〇) 
や砂糖を入れる。^ 


ェビ 

尾は先を切る。 




イカ 

皮をむを、両面に 
切り目を入れる。 

ラず5(ゆで卵など） 

串などで刺す。 


ぶ 


ししとラ 

(中び空洞の野票など) 

切り目を入れる。 

魚介類や野票など 

水分をふさ取る。 





複数の揚げちのをするとさは、低温設定のちのか日調理する。（温度を下げるのに時間びかかるため。 
一度に揚げる量は、油の表面積の半分程度にする。 


巧きものにも便利 


八ンバーグやギヨーヴ、ホットケーキなど焦げつさやすい焼さちのち、揚げちのモードの温度調節を使え 
ば簡単です。ほどよい焦げ色に焼さあげます。 


ご注意 


※油の温度は天ぷ日用鉄製鍋を基準に設定しています。鍋の種類-材質-大ささや厚み、油量などにより、 
設定温度と異なったり温度変化び大さくなることびあります。 

※油の温度び高い状態で温度設定したり途中で油を足すと、設定温度と油の温度び異なることびあります。 
※設定温度になってち調理物を入れないと、設定温度より調理油の温度び上昇することびあります。 

※焼さちのの焦げの程度はフライパンの大ささ、材質、調理内容によって異なります。 


200 C 


190 C 


180 C 


170 C 


160 C 


品度設定のめやす 


000 

0.86 

211 

〇 • 〇 


ちの 焼きもの 
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炊飯モード 


下準備 


〇お米を正確にはかる 


•計量カップやはかりで、炊飯したいお米の量を 例) 180 mL の計量カップ 



•たっぷりの水でさっとかき混ぜ、水を素早く捨てる。 

-一度目のとざ水はすぐに流す。 

※めかを含んだ最初のとざ水を、乾いたお米び吸わないようにしてください。 

- r とぐイ先い流す」を素早く数回繰り返し洗う。 

※といだあとのお米は、よく水を切ってください。 

※といだあと、すぐに炊飯をするとごはんびかためになります。 

※お米をとざ足りない場合は、においや着色および、ふさこぼれの原因になり、炊飯びラまくでさ 
ない場合びあります。 


© お米に水を含ませる 


お米と水の量のめやす 


-ごはんのかたさを調節するとさは、 7 j < 量で調節する。 

※増減する水量のめやすは、±] 0%程度にしてください。 


[ごはん] 


お米の量 

水の量 

1.0 合 （1 巳0旨） （180 mL ) 

約300 mL 

1 .已合 （22 巳 g )(270 mL ) 

約400 mL 

2.0 合 (300 g )(360 mL ) 

約巳00 mL 

2 .已合 （37 巳旨） （4 巳 OmL ) 

約600 mL 

3.0 合 (4 巳 Og ) (巳 40 mL ) 

約700 mL 

3 .已合（巳2巳 g ) (巨 30 mL ) 

約800 mL 

4.0 合(巨00旨) （720 mL ) 

約900 mL 

4 .已合（巨7巳旨） （8] OmL ) 

約] 000 mL 

已 .0 合 （7 巳〇吕 ）（900 mL ) 

約]] 00 mL 


陆かゆ] 


お米の量 

水の量 

0 .已合 （7 巳 g )(90 mL ) 

約700 mL 

1.0 合 （1 巳0旨） （180 mL ) 

約] 000 mL 


※炊さこみごはんの場合は、ごはんに比べ約1割増の水 
の量(調味料、だしを含む）とし、具はお米の上にのせ 
て炊いてください。 

※炊さ上びりはお米の種類や質、鍋の種類や水温などに 
よって異なりますので、お好みに応じて工夫してお使 
いください。 


※おかゆは t ; 分びゆ程度の炊さあびりです。 


お米を水に這す時間 


•洗米したあと必ず 30 分む上、水に浸す。（冬場は 1 時間程度） 

《ごはんにおび残るので、お湯を使わないでくださし、。 

※一度水に浸したお米は砕けやすくなり、砕け米び混じることびあります。 

砕け米-粉米などび混ざった状態で炊飯すると、炊さムラや焦げの原因になります。 


2.7 































無洗米をホタくときのコツ 


• 1〜2回すすぐ。 

※にごったまま炊飯すると、でんぷん質び巧殿し、上手に炊けない原因になります。 

-十分に水に浸す。 

-水の量を3%程度をくする。または、無洗米専用の計量カツプを使う。 

-よく混ぜて気泡をとばす。 

※水を加えただけでは、表面に気泡びでさ、水び吸収されず上手に炊けない原因になります。 


〇 鍋をセツトする 


-水に浸した状態のお米び入っている鍋を、正しくごとくに置く, 

※温度センサーの上面や、鍋底に異物び 
ないことを確認し、鍋底の中むび温度 
センサーに密着するよラに正しくセツ 
卜してくださし、。 



鍋底と温度センサーが 
密着するよラに 


炊飯モードに適した鍋 


-おいしく炊くために、炊飯に適した鍋を選ぶ。 


炊飯専用鍋を別売しています。 

※別売の炊飯専用鍋のお求めは、お買い上げの販売店または、ちよりの東京ガス(別紙事業所一覧) 
にお問い合わせください。 


《市販の炊飯鍋などでち炊くことびでさます。 

ふたに霖気巧びあるもの 

ふたが重<、鍋本体に 
落とし込むよ5なお状 

ふたと鍋にずさ間のないちの 

鍋の縁び高いちの 

鍋は深いもの 

鍋底が平6なちの 


鍋径：1 8 cmU 上 



※みたに蒸気穴びない場合や、鍋の材質- 
形状によっては焦げつきや、ふきこぼれ 
など、ラまく炊けない場合びあります。 
このよラな場合は、別売の炊飯専用鍋を 
使用してください。 


炊飯モードに適した鍋 

炊飯モード 

(ごはん：1~已合 

1 おかゆ： 0占一1合 J 

炊飯専用鋼(別売） 

〇 

アル 5 製の鍋-文化鍋 

〇 

深めのをの 

ホ ー □ — . 巧ち出し. 

ステンレス(厚手)の鍋 トーイ 

〇※] 
深めのをの 

ステンレス 

燒手：鋼底厚み 2 mm 未満)の鍋し J 

〇※ 2 
深めのちの 

無水銅-多層銅 
(ステンレス厚手鍋） 

X 

±麵' 圧力麵' イ^^ 

醒ガラス離 i—JT 

X 


〇 :適しています。 

X :適していません。施度を正しく検がしない場合びあります。) 
《1:ホー□一鋼の場合、焦げつく場合びありまず。 

※乙：焦げつさびさつくなります。 





















































炊飯モード 〈標準コン□〉 



『コン□を使う準備』 （ P 17) 
をよく読み、準備をする 


ごとく中央に鍋などを置く 


標準コン□操作部(シート） 

※左高火カコン□で説日月していまず。 



r,' 呵 

\ ^ipa\ 


〇を 




〇 


点义し、 

义力調節ずる 


〇点火/消火ボタンを止まるまでいっぱ 
いに巧し、点火の状態にしてください。 



0 



燃:腐ランプが点なします。 


〇着火後すぐに、火力調節つまみをゆつ 
くりと強火側から〇の位置(あたりび 
あります）にスライドさせて合わせてく 
ださい。 

. 巧 im ■■ド、 


し] 


※火力調節つまみを〇の位置に合わせ 
ないとラまく炊けない場合びあります。 


@ 


巧飯設定をする 

〇炊飯設定をします。 


喊楚戲 


ず‘グ 



flumiB 


〇巧すたびに、次のよラに切り替わります。 


〇おかゆ 
•ごはん 

り 

♦おかゆ 
〇ごはん 

〇 

〇おかゆ 
〇ごはん 




※設定を解除してち消乂しません。 


〇炊飯設定をします。 

趣 


おかゆ 
〇ごはん 


が'グ 





〇押すたびに、次のよラに切り替わります。 


〇おかゆ 
•ごはん 


♦おかゆ 
〇ごはん 


〇おかゆ 
〇ごはん 


圏 


※設定を解除してち消火しません。 


点义の状態 


おかゆ 


ごはん 
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おかゆについて 


おかゆモードはお米か！5おかゆをつくる機能です。 

※ごはんからおかゆをつくる場合は下記を参考にしてください。 
※味付けは、おかゆび炊去あびり、自動消火してか b 行ってください。 


ごはんか!5おかゆの巧きかた 
2人分(茶わん約2杯分： 300 g ) の例 

(1) 冷やごはんはヴルに入れ、流水でサッと洗ってほぐす。（めめりをとります。） 

(2) 鍋に水 (4 カップ強）とごはんを入れ強火で炊く。 

(3) 煮立ったらアクを取り、弱乂で1□〜1已分炊く。 

(4) 消火し、好みに応じて塩を少々加え、数回かき混ぜてできあびり。 


ご注意 


炊飯途中で、水をたしたり、鍋のふたを開けたりしないでください。 
また、炊飯の途中で炊飯モードを切り替えたり、他のキーやボタン 
を巧さないでください。ラまく炊けない場合びあります。 

ごはんの場合は、消火後むらし（約] 0分）を必要とします。む日し 
をしないとラまく炊さあびりません。 

機器を囲ラ油ガードなどを設置すると排気の流れび変わるため、燃 
焼不良となり、炊さムラなどの原因になります。炊飯時は油ガード 
などを取り除いてください。 


/TifV 严-ド 



义び消える ► © 消义のが態に戻す 


の炊をあびると、ブヴー音 
『ピピピッ』でお知らせ 
し、自動消火したあと、 
むらしを開始します。 


回むらし終了2分前になると、ラン 
プび点滅し、終了時は、ブヴー 
音『ピー』でおがらせし、ランプ 
び消なします。 


巧をあがり 


む5し終了 2分前 


(’点灯）〇おかゆ こ点滅）〇おかゆ 消灯^ 〇おかゆ 

-ス f 叶ム. 、■ 一ス f 斗ム. - r'l プ、 f + 么 • 


■ごはん 

圆 

、ピ ピピ ッ/ 


ごはん 

圆 


‘〇ごはん 


固 


\ピ-/ 


炊飯時間：約20〜30分 ごはんむ日し時間：約10分 


〇点火/消火ボタンを押して、消火の 
状態にしてください。 



の終了2分前に、ランプび 医]炊さあびると、ブヴー音『ピー』 

点威し、お知らせします。 でお知らせし、ランプび消な、 

自動消乂します。 


終了 2分前 


毙縱 

◎ 



終了 


〇おかゆ 
、 〇ごはん 

今 励 



炊飯時間：約40〜己〇分 



※むらし後、ごはんをほぐしなびら底 
からよくかさ混ぜてください。 

余分な水分び逃げ、ごはんびおいし 
<なります。 

g 姐时 a - 

点义/消义ボタンを戻し忘れると、已分 
おさにプヴー音『ピー』でお知らせします。 
ただし、他のバーナーを使用中は、プ 
ヴー音は鳴りません。 

戻し忘れたまま放置すると、乾電池の 
消耗が早くなります。 
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がリルを使う準備 



ガスをを全開にずる 


調理物を入れて、 
グリルとび5を閉める 



3ン□タイ7— 

■:。滞 

-+ ち? ■ • 


グリル受け皿には 
水を入れない 


逸ミ主意 


〇 グリルを点义するときは、必ずグリルとび日を 
閉める 

\^ぶず守る炎や熱で、 やけどのおそれびありまず。 



□ックつまみ） 

(18 ページ） 


巧めてグリルを使うとき 


初めてグ U ルを使ラとさは、グ I 」ル庫内の金属部品に残った加工油を焼さ切るため、グ I 」ル焼網を取り出し、 
約8分空焼さしてください。煙やにおいび出る場合びありますび、異常ではありません。 

空焼きしているときに、グ U ル過熱防止センサーび作動し、自動消火する場合びあります。 

(タイマー表示部「□ 2」点滅表示） 

消火した場合は、しば日く（約3分)待ってか日再度点乂してください。 










































食材の準備 


魚の下ごし5え 

•冷凍の魚は、しっかりと解凍する。 

※しっかりと解凍していないと時間びかかり、安全機 
能びはた日くことびあります。 

•を蔵の魚は、常温でしば日くおく。 

•生魚は、水洗いしたあと、水気をよくふき取る。 

-みそ漬けや、かす漬けの魚は、 

みそやかすをよくふさ取る。 



魚むがの下ごし5え 

•なすや、ししとラなどの野菜は、表面 
に切り目を入れる。 

•鶏肉など、脂のをい食材は、フォーク 
などで皮に巧を融ブ、皮を上にして焼く。 



塩焼さの下ごし5え 

鮮度や材料にあった塩加減(魚の重量の2%程度） 
がが要です。 

塩をつけると、身がしまって身崩れしにくくなり 
まず。身の厚いところには厚く、薄いところには 
薄くつけまず。 

. さばやいわしなど脂肪分の多い 
背の青い魚は、多めに塩をして、 

おさ時間は長めにする。 

•白身魚は、かなめに短をして、おさ時間は短め 
にする。 

•川魚やいか、えび、貝などは、焼く直前に塩を 
する。 



姿焼きなどの場合 

-尾やヒレはと<に焦げやすいので、をめに塩をつけて<ださい。 
また、アルミはくで包んでおくと、焦げかたび薄くなります。 


アル5はく 



魚を焼くときは 


•2 分程度予熱し、グ U ル焼網にサラダ油を塗ると、こびり付きなどびかなくなります。 

• 魚は身の厚い部分や、頭を奥にして置いてください。 

-魚を]尾だけ焼く場合は、左もどち日か端に置いてください。 

• 魚を3尾 L ソ上焼く場合は、まん中を避け、左ちどち日かに寄せて置いてください。 

-ししゃちなどのルさな魚は、尾び焦げやすいのでグ U ル焼網の手前側に置いてください。 



厚みのある切身などの場合1尾の場合 


身の厚い部分び奥 

み 

手前側 


端に置く 

み 

手前側 


詳しくは付属のクッキングブックをご覧ください。 



まん中を避けて 
左ちどち5かに 
寄せて置く 


み 

手前側 


ルさな魚の場合 豆頁 



み 

手前側 



魚を取るときのコツ 


はしをグ I 」ル焼網と平行に入れると、グ I 」ル焼網に付着した魚びはびし 
やす < なります。 




逆ミち意 


0 

禁止 

調理物を取るときなどは、グリル部周辺に触れない 

とくにグ U ルとび日などび熱くなっており、 やけどの原因になります。 

y 
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グリルの使いかた 

『グリルを使う準備』 （ P 31) 

をよく読み、準備をする 


グリル操作部(シート） 

※左高火カコン□で説明しています。 


ちコン □ ヴリルタイ7- 

0おかゆ ： ■ 

〇ごはん ： ■ 

〇 に 

' -, 

の 

. . :;；；：：：：! 

■ 1 

+1: 

卜 ■止 

1::::::—開 





〇©〇 


〇 点义ずる ► @ 义力調節ずる 



〇点火/消火ボタンを止まるまでいっぱ 
いに巧し、点火の状態にしてください。 


〇火力調節つまみを左ちにゆっくりとスライド 
させてください。 



弱く j » 強く 


上乂 


下乂 



※下火の火力調節つまみび弱火側(左側) 
にある場合、つまみは強火位置(ち側) 
に動さます。 

上火の火力調節つまみは動さません。 

〇グ U ルび点火すると、自 
動的にグ U ルタイマーび 
スタートします。 


※グ U ル庫内の温度びほい場合は「3」、高い 
場合は「ら」び表示されます。 

※グ U ル庫内の温度に応じて、己〜9分を自 
動的に設定します。 

※タイ 7-^ 示は切り上げ表示になってしほすので、 
タイマー表示びすぐに変わる場合びあります。 


グリルタイ 7- 

m 
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おくずれを防止するには 

- 2分程度予熱し、グ U ル焼網にサラダ油を塗ってください。 

-予熱後一旦消乂し、魚をグ U ル焼網にのせて再度点火し、火力を調節してタイマーを設定してください。 


詳しくは付属のクッキングブックをご覧ください。 


ご注意 


• 連続焼さなどでグ U ル庫内び高温になると、を全のため自動消火します。 

グ U ル過熱防止センサーびはた日さ、消火した場合(タイマー表示部「02」点滅表示)は、しば日く（約3分） 
待つてか日再度点乂してください。 

• 脂の多い魚を焼いているときは、煙びをく出る場合びあります。 

• グ U ル操作部のタイマーは、グ U ル専用タイマーのためコン□には使用できません。 

-干物や脂分の多い魚（にしん-塩さばなど）は発乂しやすいので、焼さすざにミ主意してください。（調理中 
はグ U ル庫内の状態に十分を意してください。 ） また、ル魚の干物（めざし-ラるめなど)の焼さ時間のめ 
やすは2〜3分です。（グ U ル庫内の温度び高い場合は1分程度。）焼さすざにを意してください。 

焼さすざた場合、魚やたまった脂び燃えて、 义災のおそれや機器焼損の原因になります。 


〇 鶏肉などの脂のをい錄才を調理ずるときは、 
上下の义力を『弱』にして焼くよラにする 
必ず守る グリル受け皿にたまった脂に引义し、义 
災のおそれびあります。 


盛ミち意 


〇 

必ず守る 


焼さずざにま意ずる 

魚に义がつさ义災の原因になります。 

グ U ル庫内で魚などび燃えたり、たまつ 
た脂に引乂した場合は、すぐに点火/消 
乂ボタンを巧して消火して<ださい。 


© タイ7—設定ずる 


憩!ぇる ► 0 消义のが態に戻す 


〇タイマー設定をします。 



〇点火/消火ボタンを押して、消火の 
状態にしてください。 



〇タイマーびスタートします。 


の終了30秒前に、ブヴー音因ブヴー音『ピー』とタイマー表お 
『ピピピツ』でお知らせし、 部点滅でお知日せし、タイマー 

秒表おにをわります。 轰兒 to '消なし、自颤肖乂します。 



途中で消义したいときは、点火/消火ボタンを r 消 
火のげ態」にしてください。 （0 参照） 


g 組时 a - 

点义/消义ボタンを戻し忘れると、已分 
おさにブヴー音『ピー』でお知らせします。 
ただし、他のバーナーを使用中は、ブ 
ヴー音は鳴りません。 

戻し忘れたまま放置すると、乾電池の 
消耗が早くなります。 













































電池交換 


◎必ず機器び;ちえてか5行ってください。 


-乾電池の電池交換時期が近づくと電池交換サインび点滅し、最初の点义操作時はブザー副ピー』でお知日せしまず。 
乾電池の容量がなくなると点义できなくなるので、ま意してください。 



お願い 


•乾電池の挿入方向を間違えないよラにしてください。また、新しい乾電池とちい乾電池または、種類の違ラ乾 
電池を混ぜて使巧しないでください。寿命び短くなります。 

• 乾電池び正しく組み込まれていなかったり、乾電池の容量び全くなくなった場合、電池交換サインは点滅しません。 

• 乾電池は必ず2個とち同種類の新品のアルカ U 乾電池を使用してください。 

アルカ U 乾電池(単1形： 2個)を使用した場合、乾電池を交換する(電池交換サイン点滅)めやすは約]年です。 

-アルカ U 乾電池(単1形： 2個）でち使用状況-使用時間-乾電池製造メーカー-種類び異なると交換時期び] 
年 LU 内と短くなります。また、マンガン乾電池を使用した場合も交換時期び極端に短くなります。 

• 未使用の乾電池でち r 使用推奨期限(月、年)」を過ざている場合は、自然放電により短時間で電池交換サインび 
点滅する場合びあります。また、付属のアルカ U 乾電池(単1お： 2個）は、工場出荷時期により寿命び短くな 
っている場合びあります。 

• 電池ケースに水や異物び入った場合、ふさ取ってされいにしてください。 電池機能不良の原因となりまず。 
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お手入れ 〈その前に〉 


◎お手入れは、『機器びをえていることを確認』 

『ガス桂を閉める』 

『点义/消义ボタンを□ックする （ 18 ページ)』 
『手袋をする』 


逆ミち意 


0 - お手入れは、ガス栓を閉じ、機器びをえてから手袋をはめて巧う 

とくにグリル扫扇□の中側煥側)、グリル庫内をお手入れするときは、十分ま意する 
やけどや機器のちなどでけがをずる原因になります。 

-お手入れ後は、機器およびグリル庫内にふさん-紙類などを置き忘れていないか必ず確認する 
义災の原因になりまず。 

-点义/消义ボタンを □ ックずる 

点义/消义ボタンをロックせずにお手入れを行った場合、誤って点义/消义ボタンを巧すと、 やけど 
の原因になります。 


お手入れ道具-洗剤について 


〇 0 


スポンジたわし 




台所用中性洗剤 


X 


珍 變 1 — 1 

ナイ□ンたねし亀の子たわし 金属たわし 



クレンザー ミガキ粉 



-キズの原因になるちの 
※部品.ガラス.ホー□—■フッ素コート•ク 
1」アコートや塗装の表面にキズびつさ-はびれ. 
欠け■変色■変質-さび-割れの原因になり 
ます。 



酸性洗剤. 
アルカリ性ミ先剤 • 
漂白剤 



シンナー • 
ベンジン • 
アルコール 


m 

% 


• —1 

弱酸性洗剤. 

/ \ 

重曹 

齒みが舌粉 


弱アルカリ性洗剤- 

1 



クリームクレンザー 



部品やホー . フッ素コート.ク U アコ 
-卜や塗装の表面び変質し、はびれ.変色- 
さび-樹脂部品の割れの原因になるをの 


棚詣隔の割れ.表面の変質-キズ.変色- 
さびの原因になるちの 


直接かけて使つてはいけないちの 



スプレー式洗剤 


機器内部に洗剤び入ると故障の原因にな 
ります。必ずやわらかい巧やスポンジた 
わしなどに含ませてか日使用してください。 


お願い 


•ご使用の都度、お手入れしてください。ミちれたままにするとミちれびこびり付き、落ちにくくなります。 

煮こぼれをした場合は、その都度お手入れしてください。 

煮こぼれをしたまま放置するとお手入れする部品び固着し、外れにくくなったり、故障の原因になります。 
とくに拍>糖などを含んだ濃い汁は、すぐにふさ取ってください。焼さついて掃除び困難になります。 

-バーナーキャップ-ごとく -カバー U ング-グ U ル排気ロカバー-グ U ル部品（グ U ルとび日、グ U ル焼網、 
サイドカバー、グ U ル受け皿)は外せます。それ LU 外の部品は、絶対に取り外さないでください。 



3巨 






































お手入れ 〈コン□部〉 


※左高火カコンロで説日月しています。 


ッププレート 


◎お手入れは、『機器がをえていることを確認』 

『ガス桂を閉める』 

『点义/消义ボタンを□ックする （ 18ページ)』 
『手袋をする』 


-台所巧中性洗剤や、水を含ませたスポンジ、巧などのやわらかい物でふき取 
ったあと、洗剤や水分び残らないよラ、乾いた布で再度ふさ取ってください。 
※硬いお手入れ道具 ( 3己ページ参照)を使用すると フッ素コートのはが 
れ、キズなどの原因になりまず。 

※表面についた煮こぼれなどの巧れをそのままにしておくと、こびり 
ついて取れにくくなり、シ S び残ることびあります。 

使用のたびにこまめにふさ取ってください。 

とくに拍4唐などを含んだ濃い汁は、すぐにふさ取ってください。 

焼さついて掃除び困難になります。 




イ 


ir 


機器表面-操作部 


• 乾いた巧でよくふいてください。 



取れにくいミちれのとき 

1 1 .、 ' 1 

-台所用中性洗剤を含ませた巧でふさ取ったあと、洗剤や水分 
び残らないよラ、乾いた巧で再度ふき取ってください。 

※グ U ルとびら取っ手-パネル樹脂部には、特殊塗装を施してい 
ますび、万一表面の塗装びはびれても使用上問題はありません。 



コン□タイ7— ち3ン0 

■。一…— 

C パ - 

««> 


•200 

180 

.160 

巧ピ 








パ’ーナー部 


バーナーキヤップ 



点火プラグ-立消えを全装置-温度センサー 


-台所用中性洗剤を含ませた巧やスポンジで巧れ 
をふき取ったあと、洗剤や水分び残らなしはう、 
乾いた巧で再度ふさ取ってください。 

※硬いお手入れ道具 (3 己ページ参照）を使用すると 

塗装のはがれ、キズなどの原因になりまず。 

-バーナーキャップは、水洗い後よく水気を切っ 
てください。 

《水分び残つたまま取り付けると、 点义不良やす 

完全燃焼になりまず。 


目づまりしたときは 


-凹部など、やわ日かい歯ブラシなどでお手入れ 
してください。 

こびり付いた巧れは、つ 
まよラじなどで巧れを取 
り除いてください。 

※目づまりやちれは、 不完 
全燃焼や点义不良の原因 
になりまず。 



バーナー キャップ 


-煮こぼれなどの巧れを乾いた巧でふさ取ってください。 
※洗剤などは使用しないでください。 


温度センサ' 


手前側 



f 上下にスムーズに 
動くことを確認 


立消无を全装置 



※点乂プラグ-立消え安全装置-温度センサーにキズや 
衝撃をあたえないよラにしてください。 


座注意 


〇 温度センサーが上下にスムーズに動くことを確認ずる 
温度センサーのお手入れはこまめに行う 

ぉず守る鍋底に温度センサーび密着しなくなり、調理油 
び発火する場合びあります。また、動さび悪い 
と鍋などび傾さ、お湯などびこぼれ、 やけどの 
原因にもなります。 

密着しない場合、点検■修理を依頼してください。 . 


取り付けかた 


-の部を後ろ側にして点乂プラグ位置に合わせ、手前側の本体凹部にバーナーキャップのピンを入れて、浮さ 
びないよラに取り付けてください。（点火プラグに衝撃をあたえないよラにしてください。） 

※高火カコン□用は、バーナーキャップに 『 H 』 マークを表示しています。 

バーナー 
キャップ、 


座ミち意 


m 部 


〇 


必ず守る 


! ナーキャップは正しく取り付ける 

誤った取り付けかた(浮さ、裏返しなど)で使用すると、 
•点火しない場合びあります。点乂した場合でち、炎の 
ふぞろいや逆火で 不完全燃焼-一酸化炭素中毒のおそ 
れや変おの原因になりまず。 

-機器の中に炎びもぐりこんで、 焼損する原因になりまず。 

-誤セツトのまま使用すると、 機器寿命び短くなるおそ 
れびありまず。 



ピン 


<立置を 
合わせる 


バーナーキャップの浮さノ 



手前側 本体凹部 


37 























































◎洗剤を使用したあとは、洗剤が残！5ないようにしてください。 
◎部品を取り付けたあとは、傾きびないことを確認してください。 



ごとく -カバーリング-グリル排気□カバー 


-台所用中性洗剤を含ませた巧やスポンジで巧れをふさ取ったあと、 
洗剤や水分び残らないよラ、乾いた巧で再度ふさ取ってください。 
※巧れびついたまま使用すると、巧れび落ちにくくなります。 


取れにくいミちれのとを 


台所用中性洗剤で丸洗いしたあと、洗剤や水分び残日ないよラ、乾 
いた布でふき取ってください。 


煮洗いすると、さ5にミちれが落としやすくなります 


-水を入れた大さめの鍋に、 
ごとくやカバー U ングやグ 
I 」ル排気ロカバーを入れ、 
約30分加熱し、そのあと 
水洗いして、水気をふさ取 
つてください。 

※表面び変色することびあり 
ますび、使用上問題ありま 
せん。 



煮洗いしたごとくやカバー U ングやグ U ル排気ロカバーを取り出す 
とさは、やけどなどにを意してください。 


取り付けかた 


グリル排気□カバー 


ツメ部(左ち2力所）を角巧 
部(左ち2力所）に入れて、 
浮さびないよラに取り付け 
てください。 


カパ ー U ング 



グ I 」ル排気□カバー 
ツメ部 

^ も幼丽 

ち巧部 
(左ち2力巧) 


バーナーキヤップ 


※バーナーキャップの取り付け方法は、37ぺ 

-ジ (パ’ーナー部 画 巧 旧田 aa ) を参照して 
ください。 


ごと< 


• 立消え安全装置欠さ部を立消え安全装置の位置に合わせ、 
ツメ部(左ち2力所）をトッププレート巧部(左ち2力所）に 
入れて、浮さびないよラに取り付けて<ださい。 



立消え安全装置 
欠さ部 

穴部 

(左ち2力巧） 


手前巧!！ 立おえま全装置 



-内側の凸部(前後2力所）を、カバー U ングの 
欠さ部(前後2力所）に入れて、浮さびないよ 
ラに取り付けてください。 



僅注意 


〇 

必ず守る 


ごとくとカバーリングは正しく取り付ける 

誤った取り付けかた（浮さ、裏返しなど）で使用 
すると、 鍋の転倒によるやけど-点义不良•す 
完全燃焼-変おの原因になります。 

また、取り付けの際に衝撃を加えると、トップ 

プレート にキズびつ<おそれびあります。 



ごとくの浮を カバ ー U ングの浮さ 



※ごとくのツメ部びグラグラしていると、鍋などをのせたとさ、銅などの転倒の原因になります。 
(新しいごとくと交換してください。） 
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グ u ル 
とびら 


グリル焼網*グリル受け皿 


-グ U ルとび日を水平にゆっくりと手前に止まるまで弓 I さ出す。 

-グ U ル焼網-グ U ル受け皿を持ち上げて取り外す。 

※グ U ル使用直後は、グ U ルとびらやグ U ルとびらガラス、グ U ル受け皿、 
グ I 」ル焼網、スライド枠び熱<なっていますのでミ主意して<ださい。 

《グ U ル受け皿にたまった魚の脂などをこぼさないよラミ主意してください。 


グリルとび!5 


-スライド枠とグリルとびらを固定している止めバネを巧 
し下げ、もう片方の手を添えなびら、手前に引く。 

※グ U ル焼網をセツトした状態では、グ U ルとびらは正 
しく取り外すことびできません。 

※スライド梓は取り外せません。 



グ1」ル 
とび5 


/スライド枠 




サイドカ八’一 


-手前のフックからサイドカバーを取り外す。 

※サイドカバーは、（左）（ち)びあります。 

※図は、サイドカバー(左)の場合です。サイドカバー(ち） 
ち同様に取り外してください。 


手前の 

フック 


サイ ドカバー 



グリル焼網-グリル受け皿-グリルとび5-サイドカバー-グリル庫内 


グリル焼網-グリル受け皿-グリルとびら-サイドカバー 


•台所用中性洗剤や、水を含ませたスポンジ、巧などのやわらかい物でふさ取ったあと、 
洗剤や水分び残らないよラ、乾いた巧で再度ふさ取ってください。 

※ミちれたまま放置したり、使用すると、こびり付いた脂ミちれびとれにくくなり、シミ 
び残る原因になったり、フッ素コート（グ U ル焼網）、ク U アコート（グ U ル受け皿） 
のはく離の原因になったり、発火することびあります。 

※グ U ルとび日カバーは、熱により変色することびありますび、使用上問題ありません。 


グ U ルと びら/'- 


グ IJ ルとび5カバー 



グリル庫内（側部•底部） 


-台所用中性洗剤や、水を含ませたスポンジでふさ取ったあと、洗 
剤や水分び残日ないよラ、乾いた布で再度ふさ取ってください。 
※硬いブラシやたわし、また中性 LU 外の酸性-アルカ U 性洗剤を使 
用しないで < ださい。 

変色•変質-さび-割れの原因になります。 

※燃焼部り（ーナ ー) には軸らないでください。炎口びつまり燃焼不良、 
途中消火の原因になります。また、グ U ル庫内の天井部には、立 
消え安全装置と点火プラグ、奥の壁部分にはグ I 」ル過熱防止セン 
ヴーび取り付けてあるので触日ないでください。 

安全装置び正しくはたらかないおそれびあります。 


グ IJ ル過熱防止センサー 


燃焼部 



お手入れ 〈グリル部〉 


◎お手入れは、『機器がをえていることを確認』 

『ガス检を閉める』 

『点义/消义ボタンを□ックする （1 8ページ)』 
『手袋をする』 


取りがしかた 


スライド枠は取りかせません 
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◎洗剤を使用したあとは、洗剤が残5ないようにしてください。 
◎部品を取り付けたあとは、傾きびないことを確認してくださし、。 


グリルとび5 


①グ U ルとび日のス U ット巧に力所）に、スラ 
イド枠の凸部を差し込む。 

③左ち2力所び確実に差し込まれていることを 
確認し、とびらの下部を『カチッ』と音びする 
まで押す。 

※グ U ル焼網を取り付けた状態では、グ U ル f 
とびらは正しく取り付けできません。 ッレ 

とび6 




グ U ルとびらび閉まりにくい場合は、サイドカバー、グ U ル受け皿、グ U ル焼網び正しく取り付け 
されていません。再度さっちりと取り付けてください。 


取り付けかた 


サイドカバー 


手前のフック「セツトされた状態1 


① 奥のフックに、切り欠さ部を差し込む。 

② 手前のフックに巧部を引っかける。 

※サイドカバーは、（左）（ち）びありますので、ミ主意してく 
ださい。 

指かかりのある手前側に左またはちと表示しています。 
※図は、サイドカバー(左)の場合です。サイドカバー(ち） 
ち同様に取り付けてください。 
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ま全機能 


^ - 

-使用中に自動消火した場合は、必ず点火/消火ボタンを「消火の状態」にしてください。 

戻し忘れたまま放置すると、乾電池の消耗が早くなりまず。 

※お知日せ表示は、4目ページを参照してください。 


L 立消えま全装置 msium 


風や煮こぼれで义が消えた場合、自動的にガスを止めまず。 

※完全にガスび止まるまで数秒かかります。 

※再度点乂するとさは、窓や戸を開けて換気をし、ガスのにおいび完全になく 
なってか5点火して < ださい。 

-立消えま全装置に煮こぼれや水滴びついたとさは、されいにふさ取ってください。 
また、立消え安全装置に硬いちのをぶつけないでください。 

(点火不良の原因になります。） 

肖しちれ沿'火機能 milujm 



mornm 点义後、約120分間(高通で自動义力調節してしぶ状態の場合は約30分間)連続使用ずると自動消义しまず。 

《高火カコン □ はセンサー解除モード使用時、約巨□分間(高温で自動火力調節している状態の場合 
は約3□分間)連続使用すると自動消火します。 

_※コン□消し忘れ消火機能の設定時間を変更することびできます。（已〇ページ） 

miUMim 点义後、約18分間連続使用すると自動消义します。 


I 点义/消火ボタン戻し忘れブザー m^im 

タイマーモードなどを使って、自動消义したり、安全機能により义が消えたときに、点义/消义ボタンを戻 
し忘れると、己分おきにブザー音『ピー』でお知らせします。 

※必ず点火/消火ボタンを「消火の状態」にしてください。 戻し忘れたまま放置ずると、乾電池の消耗び早くなりまず。 
※他のノ（ーナーを使用中は、ブヴー音は鳴りません。 


天ぷら油過熱防止機能 wg =» 


油温が約2己0でになると強义ぐク弱义を繰り返します。自動义力調節している状態の場合は、約30分後に自 
動消义します。それに Lh に温度が高くなる場合は、約30分を経過する前に自動消义しまず。 

※鍋の種類や油の量によって自動消火時の油の温度は異なります。 

※高乂カコン□でセンサー解除モードを使用する場合は、この機能ははた日きません。 


A 高义カコン□のセンサー解除モードを使用ずるときは、揚げちのなどの調理はしない 

必 センサー解除モードでは、天ぷ日油過熱防止機能の消火温度び高くなっていますので、調 
理油び過熱され発火し、 义災の原因になりまず。 


発义を意 


逸ミち意 


A 天ぷ5油過熱防止機能びはた5いたとをは、鍋や油の温度び相当高くなっているためま意ずる 
^ やけどやけがの原因になりまず。 


I 焦げつき自動消火機能 WTO _ 

焦げつきや空だきの場合、自動消义します。 

-焦げの程度は、銅の材質-乂力-調理物によって異なります。 

※弱火から強火に切り替えたときに温度センサーびはた日いて自動消火することびあります。 
再度点乂すると正常に作動します。 

※センサー解除モードを使用している間は、高乂カコン□のみこの機能ははた日さません。 


I グリル過熱防止センサー_ 

グリル庫内やグリル受け皿の温度が異常に高い場合や、連続焼きや空焼きなどで高温になると自動消义します。 


逸ミ主意 


〇 グリル過熱防止センサーがはたらいたとさは、グリルとび！5ガラスやグリル受け皿などの 
温度が相当高くなっているためま意する 
ず35 やけどやけがの原因になりまず。 



























I 感震停止機能 maim _ 

機器本体が、約震度4じ Lb を検知すると、自動的にガスを止め、消义しまず。 

※感震停止機能の有効または解除を変更できます。（已〇ぺージ） 


感震停止機能び作動した場合 


-全ての点乂/消火ボタンを「消火の状態」にしてください。 

※再使用するとさは周囲の安全を確認してか日、再使用してください。 


I 鍋なし検知機能細の■匯 _ 

鍋を置かなかったり、調理途中に鍋を上げたりした場合は、鍋なし検知機能がはた日きます。 

※センサー解除モードを使用している間は、高火カコン□のみこの機能ははた b きません。 


点义前 
調理途中 


ドみ气1 

が-ピ-ピ -/ 

調理中、鍋を上げると、高火カバーナーは中火に、標準バーナーは弱火に変わります。 
(弱火のとさは変わりません。）鍋を元に戻すと、乂力ち元に戻ります。 


鍋を置かなかった場合は、点义しません。 

《ブヴー音『ピーピーピー』でお知らせします。 



C 义力を弱めまず） 


鍋を 
戻すと, 


火力を元に戻します） 


逸注意 


〇 調理途中、鍋を上げたあとに鍋を戻すと、义力ち元に戻りまず 

バーナー付近には顔や手を近づけないでください。 

'^必ず守る やけどの原因になりまず。 J 

銅を上げるなどした状態び約1分間続くと、安全のため、ブヴー音『ピー』でお知らせし、 
自動消乂します。 


鍋なし検知センサーチ: 


鍋なし検知センサーチェックとは、鍋などを上げない状態び長時間続くことで、鍋なし検巧センサーに異常 
びないか確認するため、自動でチェックを行います。 


巧ぶ剧細 ■sia 


消火中でち、鍋の有無を常時監視し、燃焼ランプび点滅します。 


さ 5 に長時間、鍋などを置いたままにずると 



燃巧ランプ点滅で、 
センサーチェツクの 
開始をお知らせ 


点火操作してち点火せず、已秒毎にブヴー音『ピー』でお知らせします。 

さらに]分間、鍋などび上げ日れなければ、ブヴー音『ピーピー （10 秒間繰り返し）』でお知日せし、燃焼ラン 
プ已回点滅 （1 0回繰り返し）、タイマー部に『23』と表示(点滅）します。 

タイマー部 


長時間、鍋などを \ 
置いたまま点乂操 
作すると 


户う! 

\ピ-/ 

点火しません) 


已秒毎に 
ブザー報知 


さ引こ \ 
1分を/ 


い气、 

\ピ_ピブ 
(10 巧間繰り返し） 



燃焼ランプ 
已回点滅 




(10 回繰り返し） 


潮がお^^ Mr 9 


センサーチェックび開始した5、鍋などを一旦上げてください£ 


■鍋なし検知センサーび正常であれば、燃焼ランプの点滅、または已秒毎のブヴー音『ピー』報知び止まり、セ 
ンサーチ エツ クび解除されます。 

※鍋を上げた状態にしてち、日秒毎のブザー音『ピー』報知と、燃焼ランプの点滅が継続した場合は、点検がお、 
要でず。お買い上げの販売店または、ちよりの東京ガス(別紙事業所一覧）に連結してください。 
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Q & A (よくあるご質問)① 



ご質問の内容 


点义ずると他の バーナーらスパー 
ク(パチパチ)ずる 


点义/消义ボタンか5手を放して 
らスパーク(八°チパチ)ずる 


センサー解除をしているのに、 
勝手に义びルさくなったり、 
火び消えたりする 


コン□使用時の現象 

A ご質問の詳細 ） 

①調理中に消义ずる 

◎ 油び高温になっていても自動消义 
しない 

這） 点义してもずぐ消える 

④ 自動で义力が変わる 

⑤ 銅底がひどく焦げついて消义する 
⑤弱义になって1分後に消义する 





詳細の 

番号 

ご質問の回答 

ご確認していただぐ 
ぺージ 


-1 力所の点火操作ですベてのバーナーびスパ 
一 ークします。 

異常ではありません。 

- 

-楽々点火ち式で点乂/消乂ボタンから手を放 
一 してをスパークび続をます。（最長約已秒） 

異常ではありません。 

- 

- 

-温度センサーや鍋などの異常過熱を防止するた 
めに、温度センサーの温度び上びりすざると、 
自動的に火力を調節したり、自動消义すること 
びあるためです。 

また、 約已□分間(高温で自動火力調節してい 
る状態の場合は約3□分間)連続使用すると、 
消し忘れ消火機旨既はたらき自動消火します。 

21 

①曾 

◎④ 

⑤⑥ 

-麵のお状やな質び適していますか？ 

17 

-鍋底び温度センサーと密着していますか？ 

4-7 

-鍋底や温度センサーび巧れていませんか？ 

①③ 

-温度センサーび高温になっていませんか？ 
安全装置びはた5いて消火した場合、温度センサ 
一の温度び下びるまで点火してちすぐ消义します。 

41 

①⑤ 

-焦げつさ自動消火機能は、鍋のな質や調理に 
より焦げつをの程度びかわりまず。 

ホー□-製の鍋や、カレー.シチユ ー. カラ 
メル-みそなどの水分び少ない料理は焦げや 
ずくなりまず。弱火でとをどさかを混ぜなび 
ら調理してください。 

- 

-鍋底び焦げついて消义していませんか？ 
焦げつさや空ださの場合、焦げつさ自動消乂 
機能びはたらいて、自動的に消义します。 

41 

① 

-コン□タイマーび終了していませんか？ 

再度点义して < ださい。 

23 

-長時間使用していませんか？ 

コン□は、点乂後約] 20分(高温で自動的に 
义力調節している場合は約30分)で自動消乂 
し、消し忘れを防ぎまず。 

41 

-グ U ルとびらをはや<開閉していませんか？ 
はやく開閉すると消火することびあります。 
ゆっ< り開閉して<ださい。 

13 

-銅などを置いていますか？ 

鍋などを上け’た状態び約 1 分続くと自動消火します。 

18-42 

④ 

-麵の温度び高温になると、過熱防止のため自 
動的に义力を切り替えます。 

弱义^^強义を繰り返し、この状態び約30分 
続くと自動消义します。 

弱义になると支障のある調理の場合は、セン 
ヴー解除キーを押すと、高温での調理びでさ 
ます。（高义カコン□のみ） 

41 

21 

•フライパンや鍋をふったり、浮かせて調理し 
ていませんか？ 

フライパンや鋼を持ち上げると、弱义になります。 
弱义になると支障のある調理の場合は、セン 
サー解除キーを押すと、高温での調理びでを 
ます。（高义カコン□のみ） 

42 

21 

⑥ 

-麵などを置いていますか？ 

鍋などを上けた巧態び約 1 分続くと自動消火します。 

42 
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詳細の 

番号 

ご質問の回答 

ご確認していただく 
ページ 


① 

-ミ由の量は適切でずか？ 

油量已〇 OmL 〜1 OOOmL び適切です。 

銅の形状や材質、油の量によっては油の温度 
び設定温度より高めになったりほめになった 
りずる場合びありまず。 

設定温度を加減してお使いください。 

17-25 

-鍋底び温度センサーと密着していますか？ 

4-7 

①② 

◎④ 

-炊飯に適した鍋を使用していますか？ 

17-28 

-鍋底び温度センサーと密着していますか？ 

4-7-28 

-お米の量や水量を正し<計量していまずか？ 

27 

-乂力を炊飯位置に正しく調節していますか？ 
乂力び炊飯位置より強火側の場合、ごはんび 
かために、弱火側の場合、やわらかめになり 
よ9 〇 

29 

①② 

④ 

-よく洗米していますか？ 

27 

-無洗米を使用していませんか？ 

1〜2回洗米し、3%ぐらいをめに水をいれて、 
必ず浸しおきをして炊飯してください。 

28 

◎③ 

-銘柄や産 i 也、保存期間により炊をあびりのか 
たさや粘り、をはび変わります。 

- 

② 

-浸しおき時間は十分ですか？ 

27 

-炊飯途中にふたを開けていませんか？ 

30 

-炊き上びったあと、約]□分むらしてしほずか？ 

30 

③ 

•むらしたあと、ごはんをかき混ぜていますか？ 

30 

@ 

-炊さこみごはんではありませんか？ 

白米にくらべ焦げやすくなります。 

27 

⑤ 

-ちラー度巧飯モードで炊いてください。 

水分び少ない状態で再点义した場合は、やわ 
らかくなる場合や、焦げつさび強くなったり、 
おび残る場合びあります。 

(おかゆの場合は、自動では巧けません。様 
子を見なびら弱火で炊いてください。） 

2白 
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Q & A (よくあるご質問)® 


ご質問の内容 V 


串細の 
番号 


ご質問の回答 


ご確認していただく 
ぺージ 



点义ずると他のノ ナーらスパー 
ク (パチパチ) ずる 


点乂/消义ボタンか5手を放して 
らスパーク(八°チパチ)ずる 


グリル使用時の現象 

X ご質問の詳細 ） 

① 焼けずざる 

② 焼け足りない 
這）焼きムラ 

④ 煙が出る 

⑤ 調理中に消义ずる 


使用時に『ピー』というブザー音 
とともに、電池交換サインび点 
滅する 


乾電池を交換しても電池交換ヴ 
インび点滅する 


ガスのにおいびする 
いやなにおいびする 


-1力巧の点火操作ですべてのバーナーびスパ 
ー ークします。 

異常ではありません。 

- 

-楽々点火ち式で点火/消火ボタンから手を放 
一 してちスバークび続さます。（最長約 7 砂） 

異常ではありません。 

- 

-グ U ルとびらはお実に閉まっていますか？ 

— 

のな- 焼さ加減の設定、魚などの調理物の置さかた 
は合っていますか？ 

32 ■ 33 ■ 34 

& •を材にあった乂力にしていますか？ 

33-34 

なな ■グリル排気□カバーは付いていますか？ 

グ U ル扫廣ロカノ (一を正しく取り付けてください。 

38 

化 ■みそ漬けやかす農けの魚を焼くときは、みそ 
U やかすは取ってから焼いていますか？ 

32 

-冷蔵庫から出した;令たいままの魚などを焼い 
© ていませんか？ 

-しっかりと解凍していまずか？ 

13-32 

-脂のをい魚などを焼くと煙びをく出るため、 
排気□し U 外からち煙び出る場合びあります。 
異常ではありません。 

34 

-巧めてグ U ルを使ラとさは、煙やにおいび出 
_ る場合びありますび、異常ではありません。 

@ グ1」 j レ庫内の金属部品に残った加エミ由を焼き 

切るためです。グ U ル焼網を取り出し、約8 
分空焼さしてください。 

31 

■グ LU レ庫内やグ…レ受け皿びミちれてし)ませんか？ 
残った食ななどび焦げて、煙やにおいび出る 
場合びあります。お手入れしてください。 

3白 

-グリルタイマーが終了していませんか？ 

再度点火して < ださい。 

34 

盾）-連続焼きなどでグ U ル庫内び高温になってい 
U ませんか？ 

グ U j レ庫内び;令めるまで（約 3 分)待ってから 
使用してください。 

■乾電池び消耗しています。乾電池を交換して 
<ださい。 

乾電池を交換する（電池交換サイン点滅)めや 
すは約 1 年です。 

35 

-乾電池に記載されている使用期間をお認して 
<ださい。 

- 未使用の乾電池でち、ち<なった乾電池は消 

耗していまずので、新しいアルカ U 乾電池(単 
] お： 2個）に交換してください。 

35 

ただちに使うのをやめ、ガス桂を閉じてか 5 
原因を 11 ベてください。 

已 ■ 6 ■ 16 

-づム管がさっちりと接続されているか確認し 
- て < ださい。 

-づム管にひび割れや穴があいていないか確認 
して < ださい。 

ひび割れや穴があいている場合は、ゴム管を 
交換して < ださい。火災のおそれがあります。 
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ご質問の内容 


詳細の 

番号 


ご質問の回答 


ご確認していただぐ 
ぺージ 



使用中、消义後に音びする 

X ご質問の詳細 ） 

①消义後に r ピー」とブザー音がする 
曾「ポン J と音がずる 

③ 「カチッ J と音がする 

④ キシミ音がする 

⑤ 「シャ ー J と音がする 

⑥ 点义巧期に r ポッポッ J と音がする 



① 

-点火/消义ボタンを戻し忘れていませんか？ 
タイマーモードなどを使って、自動消义した 
り、安全機能により火び消えたとさに、点火 
/消火ボタンを戻し忘れると、已分おさにブ 
ヴー音『ピー』でお知らせしまず。 

※おず点乂 /消火ボタンを「消义の状態」にして 
ください。 戻し忘れたまま放置ずると、 乾電 
池の ミ 肖耗び早くなります。 

※他のバーナーを使用中は、ブヴー音は鳴りま 
せん。 

- 

◎ 

-コン□バーナー使用後の r ポン」といラ乂の消 
えたときの音です。異常ではありません。 

J (ーナーキャップび正しく取り付けされてい 
ないと、上記のような音けする場合びあります。 

14-37 

③ 

-火力を切り替える動作音です。 
異常ではありません。 

- 

④ 

-点火後や消义をにキシ'音びでますび、加熱 
や;令却されるとさに、金属び膨張収縮して起 
こる音です。異常ではありません。 

⑤ 

-コン□バーナー使用中 r シャー」と音びします 
び、燃焼するガスの通過音でず。 
異常ではありません。 

◎ 

-機器び;令えている状態で点义するとしばらく 
「ポッポッ」と音のする場合びあります。 
異常ではありません。 

機器び温まると音はなくなります。 


rC 


と < にさいご質巧です 




とくにをいご質問内容 


点义/消义ボタンを巧してち、 
点乂しない 

電池交換サインび点口している 


勝手に义びルさくなったり、 
义び消えたりする 


センサー解除をしているのに、 
勝手に义びルさくなったり、 
义び消えたりする 


質問への回答 


ご確認していただく 
ページ 


鍋などを置かないと点火しません。 

電池交換サインび点灯している場合は、乾電池び消耗し 
ています。乾電池を交換して<ださい。乾電池を交換す 
る（電池交換サイン点打)めやすは約]年です。 

18-35 

温度センサーびはたらいて、自動的に火力を調節したり、 
自動消义し、高温になり過ざることを防止しているため 
です。 

41 

温度センサーや鍋などの異常過熱を防止するために、温 
度センサーの温度び上びりすざると、自動的に火力を調 
節したり、自動消乂することびあるためです。 

また、約6□分間(高温で自動火力調節している状態の場 
合は約3□分間)連続使用すると、消し忘れ消火機能びは 
た日き自動消火します。 

21 
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故障かな？と思った 5 


こんなとさは 


I 詳細の 
番号 


確認してください 


ご確認していただぐ 
ぺージ 


点义しない 

X ' 症状の詳細 ) 

① 点义しない 

② 点义しにくい 
(3) スパーク しない 

④点义してもずぐ消える 



①② 

-電池交換サインび点滅していませんか？ 

乾電池び消耗していて、機器を作動させる電圧びなく 
なったためです。巧しいアルカリ乾電池(単1お： 2個） 

に交換してください。 

3己 

◎④ 

-ノ くーナーキャップび傾いたり、浮いたりしていませんか？ 

12 - 14-37 


-点乂/消火ボタンを止まるまでいっぱいに押していまずか？ 

] 白 ■ 33 


-アル S はく製しる受けを使用していませんか？ 

使用しないで < ださい。 

7 

①曾 
③ 

-バーナーのが□びつまっていませんか？ 

点火プラグ、立消え安全装置、バーナーキャップびめ 
れたり、巧れたりしていませんか？ 

37 

-グリルはコン□にくらべて点义に時間びかかります。 

- 


-ガスをを全開にしていますか？ 

18 ■ 31 

①② 

-ガス配菅に空気び残っていませんか？ 

(長期間使用していなかったり、朝一番など)点火操作 
を繰り返してください。 

- 

-鍋底のへこみが大きな(約 4 mm 政上)鋼を使用してい 
ませんか？ 

温度センサーが正し < 密着していません。 

底がへこんでいない鍋を使用して<ださい。 

4-7 


-鍋などを置いていますか？ 

鍋などを置いていないと点乂しません。 

18-42 

①③ 

. □ックを解除していまずか？ 

18 

④ 

-温度センサーび高温になっていませんか？ 

安全装置び作動して消乂した場合、温度センサーの温 
度び下びるまで点义してをすぐ消火します。 

41 


炎の状態びおかしい 

イ 症状の詳細 ) 

①炎が安定しない 

© 炎び黄色い、ホい 

(3) 異常音をたてて燃える、消える 

④ 炎が均一でない 

⑤ 使用中炎が消える 

⑥ 銅にずずがつ< 



①② 

◎④ 

◎◎ 

-バーナー炎□びつまっていませんか？ 

点义プラグ、立消え安全装置、バーナーキャップびめ 
れたり、巧れたりしていませんか？ 

37 

•ノ（ーナーキャップび傾いたり、浮いたりしていませんか？ 

12 - 14-37 

①曾 
◎④ 
⑤ 

-風び吹を込んでいませんか？ 

扇風機や;令暖房機器の風びあたっていませんか？ 

白 ■ 12 

◎④ 

-アル S はく製しる受けを使用していませんか？ 

7 

⑤© 

使用しないで < ださい。 


-換気をしていますか？ 

白 

◎⑤ 

-义力調節をはや<操作していませんか？ 

はやく操作すると、炎びホくなったり、消义する場合 
びあります。 

異常ではありません。ゆっくり操作してください。 

- 




-加湿器を使用していませんか？ 

加湿器を使用ずると水分に含まれるカルシウムび燃え 
てがびホくなることびありまず。異常ではありません。 

- 

② 

-コン□とグ U ルを同時に使用していませんか？ 

グ1」^レ使用時にコンロを使用ずると焼きちのの塩分(ナ 
卜 U ウム）やカルシウムび燃えて、コン□の炎もホく 
なります。異常ではありません。 

- 


-乂力調節時に一瞬炎び黄色くなったり大きくなる場合 
びあります。異常ではありません。 

- 
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こんなとをは 


詳細の 

番号 


確認してください 


ご確認していただ< 
ぺージ 
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お知 5 せ表示について 


n 

お知5せ 


処置 方法と 


ブザー音 

ランプ表示例 

タイマー部(点滅) 

再使用時の注意事項 





コン□消し忘れ消乂 
機能が作動したとき 






点义/消义ポタンを 
戻し忘れたとき 

点乂 /消火ボタンを r 消义の状態 J に戻してください。 
続けてお使いになるときは、十分換気をしてから、 
再度点义してください。 


ず-/ 

— 

1^ 

タイマー設定時間が 
終了したとを 





— 

鍋なし検知が作動し 
たとを 

鍋などをのせて再度点火して<ださい。 

□ 



困 

鍋なし検巧センサーチェック 
び作動したとさ 

鍋なし横知センサーチェックを解除してください。 

(43 ぺージ参照） 

目 



团 

点义/消义ボタンを 
長く巧し続けたとき 

点乂 /消火ボタンを r 消义の状態 J に戻してください。 
続けてお使いになるときは、十分換気をしてから、 


ピーピ ー 
\ピ-ピ -/ 


囲 

焦げつさや異常高溫 
になったとを 

再度点义してください。 



囲 

感震停止機能がはた 
らいたとを 

全ての点火/消义ボタンを r 消火のげ態」に戻してく 
ださい。 

再使用ずるとをは、周囲のををを確認してから、再 
使用してください。 


\ピ-トト/ 

— 

n 

パーナ ー 不着火 
(点义に失敗したとき） 

点乂 /消义ボタンを r 消义の状態 J に戻してください。 
続けてお使いになるとさは、十分換気をしてか5、再 
度点火してください。 


ダ-ピブ 

— 

m 

バーナー途中消火 
煮こぼれや風などで、 
、消义したとを ) 





グリル消し忘れ消义 
機能が作動したとき 



ず-/ 

— 


点义/消义ポタンを 
戻し忘れたとき 

点乂 /消义ボタンを r 消义の状態 J に戻してください。 
続けてお使いになるときは、十分換気をしてから、再 
度点火して < ださい。 

グリル過熱防止センサーがはたらいているときは、 
点火しても手を離すと消火しまず。 

しば6 く（約3分)待ってか5再点义してください。 




团 

タイマー設定時間が 
終了したとを 

グ 



m 

点义/消义ポタンを 
長く巧し続けたとさ 

U 



阻 

グリル過熱防止センサーが 
作動したとを（空焼をした場 
合や、焼きずざた場合） 


ル 

ピーピー 




\ピ-ピ -/ 


囲 

感震停止機能がはた 
らいたとを 

をての点乂 /消义ボタンを r 消义のげ態」に戻してく 
ださい。 

再使用ずるとさは、周囲のまをを確認してから、再 
使用してください。 


\ピ-トピ 7 

— 

m 

パーナ ー 不着火 
(点义に失敗したとき） 

点乂 /消火ボタンを r 消义の状態 J に戻してください。 
続けてお使いになるとをは、十分換気をしてから、 
再度点火してください。 


が-ピブ 

— 

m 

バーナー途中消乂 

グリル過熱防止センサーびはたらいているときは、 

南火しても手を離すと消火しまず。 

しば6 く（約3分)待ってか5再点义してください。 

乾 

が-// 



乾電池が消耗してきたとき 

乾電池を交換してください。 

電 

電进巧巧 

— 

(3 已ぺージ参照） 

池 




アルカ U 乾電池(単 1 形： 2 個） 


上記の処置方法で直日ないときや、次のブザー音、表示が出たとき 
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g 組 Ha - 

自動消火した場含は、必ず点火/消火ボタンを「消火の状態」に戻してくださし、。 
点火/消火ボタンを戻し忘れると、己分おきにブヴー音『ピー』でお知5せします。 
ただし、他のバーナーを使用中は、ブヴー音は鳴日ません。 

戻し忘れたまま放置ずると、乾電池の消耗が早くなりまず。 



















































安全-便利機能の使いかた 


カスタマイズ機能 


コン□消し忘れ消义機能-感震停止機能の設定を変更したいとき 

設定時は、必ず機器を使用していない:!犬態で操作してください I 



〔コン□消し忘れ消义機能の設定時間の変更方法）こ 感震停止機能の設定の変更方法 


コン□消し忘れ消义機能の設定時間を変更できまず。 

※初期設定(工場出荷時)は、『120分』に設定されています。 



感震停止機能の有効または解除を変更でさまず。 

※初期設定(工場出荷時)は、情効』に設定されています。 

P ガスをを閉じる。 



点乂の状態にする。 


B 点义操作後10秒む内 に、グ 

I 」ル操作部のグ I 」ルタイマー 

設定キー r - +1 を 3秒む上 

同時に 巧す。 

※初期設定(工場出荷時)は、『に*』 
(120分)に設定されていまず。 



グリルタイマー 



\ピピピ ‘y 


点火の状態にする。 


B 点义操作後10秒む内 に、 

I 」ル操作部のグ I 」ルタイマー 

設定キー r - +1 を 3秒む上 

同時に 巧す。 

※初期設定(工場出荷時)は、コン 
□消'し忘れ消义機能設定とな 
り、『,<三>』び表示されまず。 



ブリルタイ7— 



: i-lcl 


同時に押ず (3 秒上） 


ピピ ly 


□ グ U ルタイマー設定キー 

F ~ 了) で、設定時間を変更 
する。 

《10分単位で設定でをまず。 
•巧ず毎に、ブザー音『ピッ』で 
お知5せしまず。 


例）『90せ』に設定ずる場合 


グリルタイ 7- 



+ 1キ ー: 10せずつ増え、最長『た*』（120せ)まで設定できまず。 
[—キ ー :10分ずつ減り，最短『 j 』 (30 分)まで設定できまず。 

※コン□消し忘れ消火機能の設定時間を変更した場合、センサー 
おお時の連続使用可能時間は、下表のよラになりまず。 


コン□消し忘れ 

30 

40 

已〇 

己白 

70 

80 

白0 

100 

110 

120 

消火機能時間 

分 

分 

分 

分 

分 

分 

分 

分 

分 

分 

センサー譲寺 

30 

40 

50 

60 

60 

60 

60 

60 

60 

60 

連続使用可能時間 

分 

分 

巧 

分 

分 

巧 

分 

分 

巧 

巧 


工場出荷時 


巧すが-/ 



S 点乂/消乂ボタンを巧して、 
消火の状態にする。 

-ブザー音『ピー』でお知6せし、 
設定した時間に変更されまず。 


□ SS で、感震停 M 能設定 
に切り替える。 

-ブザー音『ピッ』でお知6せし、 
コン□消し忘れ消义機能設定 
か5、感震停止機能設定に切 
り替わりまず。 



曰 グ U ルタイマー設定キー 
[―+1 で、設定を変更する。 

※最初は『0〇』(有効)に設定さ 
れていまず。 


巧ずごとに、_ 

『〇 … r oh j 

(有効） （が除） 

を繰り返しまず。 


ヴリルタイ7— 



※再度、 ( l | j を巧ずと、コン□消し忘れ消义機能設定 
に切り替わりまず。 


□ 点火/消火ボタンを巧して、 
消乂の状態にする。 

-ブザー音『ピー』でお知6せし、 
設定び変更されまず。 



g ガスをを全開にする。 



P ガス栓を全開にする。 
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ガステーブルコンロ 

品ちコード 

トッププレート 

前面パネル 

型式名 

HR - TUS 2 A - F 6 SSL 

フッ素コート 

シルバー 

LW 2253 TL 

LW 2253 TR 

HR - TUS 2 A - F 6 SSR 

点义 方式 

連続スバーク点义ち式 

をを 装置 

-立消えま全装置 
-コン□消し忘れ消火機能 
-天ぷら油過熱防止機能 
-焦げつさ自動消义機能 
- 感震停止機能 
-鍋なし検知機能 
-グ1」ル消し忘れ消火機能 
-グ1」ル過熱防止センサー 

J ►(全バーナー） 

> (コン□バーナー） 

y (グ1」ルバーナー） 

付属品 

•取扱説明書(保証書付）■クッキングブック 
-事業所一覧•アルカ1」乾電池(単1お： 2個） 

が お 寸法 

高さ] 8 日 mm X 巾畐己日己 mm X 奥行"さ己] 1 mm 

質 量 

16.0kg 





1時間当たりのガス消費量 kW 


使 

用 ガ 

ス 

個別ガス消費量 

全点义時 
ガス消費量 

ガス接続 

使用 

ガスグルー 

プ 

高乂カ コン □ 

標準 コン □ 

グリル 

都 

市 

13 A 


4.20 

2.97 

2.21 

8.37 



に 1 目 lOkcal/W 

に,已已日 kcal/hl 

11,900 kcal/hl 

17,200 kcal/ht 

09.5 mm 

力 

ス 

12 A 


3.90 

2.7 日 

2.06 

7.7 白 

ガス用づム管 

用 


13,350 kcal/hl 

12,400 kcal/hl 

11,770 kcal/hl 

16,700 kcal/hl 



©本仕様は改良のためお知 5 せせずに変更することがありますがご了承ください。 





























画^ フタ- tt - ビス 


サービスのお申し込み 


- 『 Q & A はくあるご質問）』『故障かな？と思ったら』『お知らせ表示について』を見て、をう一度確認してくだ 
さい。 

• 確認のラえ、それでち不都合な場合あるいは、ご不明な場合はご自分で修理しないでお買い上げの販売店、 
または、ちよりのま京ガス(別紙事業所一覧）に連絡してください。なお、連絡されるとをは、下記のことを 
お知らせ < ださい。 


1. 品 名：ガス テーブル コン □ 

2. 品名コード：機器ち側面に貼付の銘板を参照して < ださい。 


( HR - TUS 2 A - F 6 SSL • HR - TUS 吕 A - F 6 SSR ) 

3. 機器コード：電池ケースに貼付のシールを参照してください。 

(11-052-01 -00200 • 11 -0 已吕 -0 1 -00201) 

4. 型式名：機器ち側面に貼付の銘板を参照してください。 

(し邮22已 3 TL • LW 2253 TR ) 

巳.故障または異常の内容（でさるだけ詳しく） 

巨.ご住所-お名前-電話ま号-遵慣（できるだけ詳しく） 


面居される場合 


ガスには都市ガス(数種類)および L P ガスの区分びあります。 

-ガスの種類び異なる地域へ転居される場合には、部品の交換や調整び必要となりますので転居先のガスの種 
類を確認のラえ、お買い上げの販売店または、転居先のガス事業者に連絡してください。 

この場合、調整-改造に要する費用は保証期間中でち有料となります。 

-この機器は1 3 A (12 A ) . LP ガスのみの仕様でず。他のガス種には調整.改造できません。 


巧証書 


取扱説明書の已4ぺージび保証書になっています。 

-保証書に記載されているよラに機器の故障については、一定期間' 一を条件のをとに修理いたします。保証書 
を紛失されますと、無料修理期間であってを修理費をいただくことびありますので、大切に保管してください。 

-無料修理期間経過をの修理については、お買い上げの販売店または、ちよりのま京ガス(別紙事業所一覧）に 
相談してください。修理によつて性能び維持でをる場合は修 S (ち料)いたしまず。 


補修用性能部品の巧ち期間 


-この製品の補修用性能部品《機能を維持するための必要な部品》の保有期限は、製造打ち切り後已年間です。 
ただし、保有期間経過後であってを補修用性能部品の在庫びある場合は、有料修理いたします。 
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保証書 


住宅用途 L ソがでご使用になる場合の不具合。 

取扱説明書等の記載事項によらないでご使用した場合の不具合。 

機器を調整、改造された場合の不具合。（但し、当社都合の場合はのぞさます。） 

お買い上げを、取付場所の移動、落下等による不具合。 

建築躯体の変形等機器本体(外に起因する当該機器の不具合、塗装の色あせ等の経年変化またはご使用に伴 
ラ摩耗等により生じる外観上の現象。 

強い腐を性の空気環境に起因する不具合。 

犬、猫、ねずみ、昆虫等の動物の行為に起因する不具合。 

火災や凍結、落雷、地震、噴乂、ミ共水、津波等の天変地異または戦争、暴動等の破壊行為による不具合。 

指定規格けがのガスをご使用したことに起因するす具合。 

本保証書を紛失された場合。 


保証書 

品名つード HR - TUS 吕 A - F 6 SSL • HR - TUS 吕 A - F 6 SSR 


型式 名 LW 2253 TL -し VV 22 己 3 TR 

上記本体をお買い上げいただをましてありびと5ございます。この保証書は、東京ガス供給区域内において、都市ガスにてご使用にな 
る場合に、本書記載内容で無料修巧をお約束ずるちのです。 

記 

1 . 保証期間は、お買い上げの曰から1年間とし、本体を巧をにします。なお、下記部品については、別途!;!下の年数 
をな証します。 

電装基板…3年 

2. 万一故障の場合は、お買い上げの販売店または、をよりのま京ガスへお申し出下さい。原則として、出張修理いた 
します。 

3. サービス員びお伺いした時に、保証書をご提示下さい。 

4. な証期間内においてち、次の場合は有償修理といたします。 


無料修理やアフターサービス等についてご不明な場合は、お買い上げの販売店または、もよりのま京ガスへお問い 
合わせ下さい。 


保罰履巧者：東京ガス株; 


保証責任者：巧式ち巧 



干10已 -8 巳27 

ま京都港区海岸1了目5ま20号 
〒已巳 4-0023 

大阪市化巧区春日出南 3-2-1 0 
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■お買い上げおよび販売店 



修理記録 

この本体の修理記録は、機器内側に貼付の機器分解シート内に記録します。 

■お客さまへ 

1 . この保証書をお受け取りになる時に、販売年月曰、販売店、扱ち印び記入してあることを確認して下さい。 

2 . 本保証書は再発行いたしませんので紛失されないよラに大切に保存して下さい。 

3. 無料修理期間経過後の故障修理等につさましては「アフターサービス」の項をご覧下さい。 

4. この保証書によって保証書を発行しているち(保証履行者-保証責任者)、およびそれ L ソ外の事業者に巧 
するお客さまの法律上の権利を制限するちのではありません。 
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T TOKYO GAS 



長年ご使用のガス機器の点検をぜひ！ 

-とさどさガスくさい。 -キーやボタンの操作び不お実。 

■焦げくさいにおいびずる。■コン□部、グ U ル部び点义しにくい。 

-その他の異常や故障びある。 

' 1;(上のよラな症状のとさは、ガス栓を閉じ、故障や事故防止のため、’ 
必ず販売おに点検•修理を相談してください。 


※ご使用に際しての機器に関するお問合わせは、ご使用地区の事業所または販売店にお願いします。 

販売店名 


\_ y 


'製造者 



式を tt/\ —リ J P 尺 D 

本 

社 〒己 日4-日023 大阪市化花 区 春日出南 3-2-1 日 
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